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【北東方向からのイメージ図】

市
立
病
院
は
、
昭
和
２９
年
に

開
院
以
来
今
日
ま
で
、
市
民
の

生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
公

立
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
が
、
施
設
の
老
朽

化
、
狭
隘

き
ょ
う
あ
い

化
が
顕
著
に
な
っ
て

お
り
、
市
民
へ
の
医
療
提
供
の

あ
り
方
に
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
１
日
も
早

い
新
病
院
整
備
を
進
め
る
た
め

に
、
将
来
を
見
据
え
た
新
病
院

の
あ
り
方
を
示
し
た
「
建
設
基

本
構
想
」
に
基
づ
い
た
新
病
院

の
基
本
設
計
を
進
め
て
き
ま
し

た
。新

病
院
は
、
現
在
の
宇
陀
市

立
病
院
の
基
本
理
念
を
継
承

し
、「
地
域
住
民
が
い
つ
で
も

安
心
し
て
必
要
と
す
る
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

【新病院の概要】
所在地 宇陀市榛原区萩原815番地（現市立病院敷地）
構　造 鉄筋コンクリート造（地上７階・地下１階）

規　模 延床面積　約15,500㎡（北館含む）
病床数 176床

〜
新
病
院
の
基
本
設
計
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
〜

宇
陀
市
立
病
院
は
、
来
年
度
か
ら
改
築
工
事
を
開
始
し
ま
す
。

新
し
い
市
立
病
院
と
は
？

今
回
は
、
基
本
設
計
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Y
病
院
建
設
準
備
室

（
宇
陀
市
立
病
院
内
／
1
８２
‐
０
３
８
１
）

に
、
医
療
水
準
の
維
持
・
向
上

に
努
め
、
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ

る
病
院
」
を
基
本
方
針
と
し
て
、

市
議
会
に
お
け
る
審
議
や
病
院

建
設
懇
話
会
（
議
会
の
代
表
、

市
民
の
代
表
や
有
識
者
に
よ
り

構
成
）
に
お
い
て
基
本
的
な
整

備
方
針
に
つ
い
て
、
多
く
の
意

見
や
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

後
の
予
定
は
、
今
年
度
に

実
施
設
計
を
行
い
、
来
年
度
か

ら
工
事
に
着
手
し
、
平
成
２３
年

末
の
完
成
を
目
指
し
て
進
め
て

い
き
ま
す
。

求められる
医療をめざして
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ゆ
と
り
あ
る
病
室
面
積
を

確
保
し
、
個
を
守
る
環
境
づ

く
り
、
生
活
環
境
の
快
適
性

の
向
上
を
目
指
し
た
病
院
と

し
ま
す
。

寝
台
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
専

用
の
ホ
ー
ル
（
通
過
動
線
と

交
わ
ら
な
い
）
を
設
け
、
ベ

ッ
ド
搬
送
時
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
に
配
慮
し
た
施
設
計

画
と
し
ま
す
。

ま
た
、
待
合
は
主
要
動
線

か
ら
独
立
さ
せ
、
落
ち
着
き

の
あ
る
雰
囲
気
づ
く
り
に
配

慮
し
ま
す
。

基
本
設
計
を
み
る

〜
宇
陀
市
に
ふ
さ
わ
し
い
病
院
と
し
て
〜

来
院
者
、
患
者
、
病
院
ス

タ
ッ
フ
に
分
か
り
や
す
い
配

置
計
画
と
し
ま
す
。
ま
た
、

す
べ
て
の
人
に
使
い
や
す
い

デ
ザ
イ
ン
と
し
、
患
者
や
ス

タ
ッ
フ
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え

な
い
よ
う
に
、
不
便
、
不
安

が
な
い
施
設
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

病
院
の
顔
で
あ
る
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
（
入
り
口
）
は
、
開

放
的
な
空
間
と
し
人
々
を
迎

え
入
れ
る
温
か
な
雰
囲
気
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

駐
車
場
に
歩
行
者
安
全
通

路
を
設
置
し
、
歩
車
分
離
を

徹
底
し
た
駐
車
場
計
画
と
し

ま
す
。

全
て
の
人
が
分
か
り
や
す

く
利
用
し
や
す
い
病
院

市
民
に
安
心
、
安
全
を
提

供
で
き
る
病
院

医
療
環
境
の
将
来
の
変
革

を
ふ
ま
え
、
柔
軟
に
対
応
で

き
る
機
能
と
施
設
、
設
備
を

持
っ
た
病
院
と
し
ま
す
。
ま

た
、
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

追
加
、
更
新
へ
の
対
応
が
容

易
に
で
き
る
施
設
計
画
と
し

ま
す
。

成
長
、
変
化
に
対
応
で
き

る
病
院

自
然
・
歴
史
・
産
業
な
ど

の
宇
陀
市
の
特
色
を
生
か
し
、

周
辺
環
境
と
の
調
和
や
自
然

採
光
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
生
か
し
た
、
木
の
香
り

に
包
ま
れ
た
親
し
み
と
温
か

み
の
あ
る
病
院
を
目
指
し
ま

す
。ま

た
、
北
東
、
南
東
の
山

並
み
に
眺
望
が
広
が
る
病
室

の
配
置
計
画
と
し
、
美
し
い

自
然
に
い
だ
か
れ
た
病
棟
計

画
と
し
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設
「
さ

ん
と
ぴ
あ
榛
原
」
と
北
館
並

び
に
新
館
に
囲
ま
れ
た
ス
ペ

宇
陀
の
風
土
、
敷
地
の
地

域
性
を
重
視
し
た
病
院

建
設
中
に
お
け
る
塵
芥

じ
ん
か
い

、

騒
音
、
振
動
の
影
響
が
少
な

い
工
法
と
し
、
患
者
の
移
転

の
負
担
を
極
力
軽
減
し
た
工

程
計
画
と
し
ま
す
。

ま
た
、
工
事
中
の
利
用
者

と
工
事
関
係
動
線
を
完
全
に

分
離
し
、
来
院
者
の
安
全
確

保
に
配
慮
し
た
工
事
計
画
を

行
い
ま
す
。

患
者
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

負
担
が
少
な
い
建
替
え
計

画
自
然
採
光
、
自
然
通
風
な

ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
を
図
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

（
建
物
に
か
か
る
生
涯
コ

ス
ト
の
こ
と
）
の
低
減

外
来
・
入
院
患
者
の
生
活

の
質
の
向
上

消
費
量
の
削
減
を
図
る
た
め
、

環
境
に
優
し
い
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
空
調
や
照
明
の
ゾ

ー
ニ
ン
グ
を
細
分
化
す
る
こ

と
で
、
無
駄
を
な
く
し
た
経

済
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
を
採

用
し
、
建
物
の
長
寿
命
化
を

目
指
し
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
削
減
と
将
来
の
成

長
・
変
化
に
対
応
で
き
る
施

設
計
画
と
し
ま
す
。

ー
ス
に
リ
ハ
ビ
リ
庭
園
を
設

け
、
各
施
設
の
連
携
の
強
化

を
図
り

ま
す
。

耐
震
性
に
優
れ
た
建
物
と

し
、
災
害
時
に
お
け
る
中
心

的
な
医
療
拠
点
施
設
と
し
て
、

電
気
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
途
絶
に
も
対
応

で
き
る
施
設
設
備
に
配
慮
し

た
病
院
と
し
ま
す
。

院
内
感
染
対
策
及
び
施
設

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に
配

慮
し
た
施
設
計
画
と
し
ま
す
。

病院建設懇話会のようす
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第
１
回
臨
時
会
（
５
月
１４
日
開
催
）

議
長
に
玉
岡
武
氏
、
副
議
長
に
山
本
新
悟
氏

議
　
　
長

玉
岡
　
　
武

副
議
長

山
本
　
新
悟

監
査
委
員

中
山
　
一
夫

◎
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

多
田
與
四
朗

副
委
員
長

辻
谷
　
禎
夫

委

員

上
田
　
　

山
本
　
良
治

峠
谷
　
安
寛
　
森
下
　
裕
次

坂
本
　
徹
矢
　
e
橋
　
重
明

小
林
　
一
三

◎
常
任
委
員
会

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

森
下
　
裕
次

副
委
員
長

井
戸
本
　
進

委

員

大
澤
　
正
昭
　
中
山
　
一
夫

山
本
　
新
悟
　
辻
谷
　
禎
夫

小
林
　
一
三
　

○
福
祉
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

坂
本
　
徹
矢

副
委
員
長

多
田
與
四
朗

委

員

e
橋
　
重
明
　
土
井
　
英
治

泉
岡
　
正
昭
　
大
西
　
　
進

玉
岡
　
　
武

○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

峠
谷
　
安
寛

副
委
員
長

竹
内
　
幹
郎

委

員

井
谷
　
憲
司
　
上
田
　
　
　

山
本
　
良
治
　
山
本
　
繁
博

◎
特
別
委
員
会

○
地
域
開
発
振
興
特
別
委
員
会

委
員
長

山
本
　
繁
博

副
委
員
長

大
西
　
　
進

委

員

上
田
　
　
　
　
中
山
　
一
夫

山
本
　
新
悟
　
辻
谷
　
禎
夫

土
井
　
英
治
　

○
環
境
水
源
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長

井
戸
本
　
進

副
委
員
長

泉
岡
　
正
昭

委

員

多
田
與
四
朗
　
森
下
　
裕
次

e
橋
　
重
明
　
玉
岡
　
　
武

○
市
立
病
院
建
設
特
別
委
員
会

委
員
長

上
田
　
　
　

副
委
員
長

辻
谷
　
禎
夫

委

員

峠
谷
　
安
寛
　
大
澤
　
正
昭

山
本
　
繁
博
　
森
下
　
裕
次

e
橋
　
重
明
　
泉
岡
　
正
昭

大
西
　
　
進
　
小
林
　
一
三

○
行
政
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長

大
澤
　
正
昭

副
委
員
長

井
谷
　
憲
司

委

員

山
本
　
良
治
　
峠
谷
　
安
寛

坂
本
　
徹
矢
　
竹
内
　
幹
郎

小
林
　
一
三

※
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
及

び
政
治
倫
理
条
例
検
討
特
別
委

員
会
は
今
回
改
選
を
行
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

就
任
ご
挨
拶

さ
わ
や
か
な
初
夏
の
季
節
と

な
り
、
皆
さ
ま
方
に
は
、
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
議
会
活
動
に
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。私

達
は
、
過
日
の
臨
時
議
会

に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
・
副
議

長
の
要
職
を
務
め
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
政
の
難
問
が
山
積
す
る
中

で
、
市
議
会
の
運
営
と
い
う
重

責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す

が
、
市
議
会
に
対
す
る
市
民
の

皆
様
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、

一
生
懸
命
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
宇
陀
市
政
を

と
り
ま
く
環
境
は
厳
し
く
多
難

な
状
況
下
で
あ
り
ま
す
が
、
市

の
特
性
や
課
題
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
昨
年
12
月
に
「
宇
陀
市
総

合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

街
の
将
来
像
で
は
、
本
市
の
街

づ
く
り
を
「
家
づ
く
り
」
と
位

置
づ
け
、
〜
協
働
と
交
流
で
築

く
ぬ
く
も
り
の
家
〜
『
自
然
と

共
生
し
、
歴
史
・
文
化
が
育
む

ふ
れ
あ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
』

を
掲
げ
、
個
性
に
満
ち
た
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

ま
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
度

は
そ
の
初
年
度
と
い
う
重
要
な

年
で
も
あ
り
、
更
な
る
行
財
政

改
革
を
推
進
し
、
将
来
に
向
け

着
実
な
前
進
を
始
め
る
年
で
も

あ
り
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
本
年
の
重
要
さ
を
切
に
と

ら
え
、
意
思
決
定
機
関
と
し
て

の
責
任
を
自
覚
し
、
市
政
運
営

に
対
す
る
監
視
機
能
や
政
策
立

案
機
能
の
充
実
と
活
性
化
を
図

り
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
力

を
傾
注
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ま

方
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

玉岡　武 氏

山本　新悟 氏

德 

德 

德 

德 



第１回
定例会

宇
陀
市
議
会
だ
よ
り

お
り
で
す
。

１．

歳
出
の
主
な
も
の

退
職
手
当
組
合
特
別
負
担
金

（
９
２，

３
９
３
千
円
）、
職
員
給

与
費
（
△
４
５，

６
８
０
千
円
）、

土
地
開
発
公
社
借
入
金
負
担
金

（
１
４，

５
４
６
千
円
）、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
宇
陀
市
自
主
放
送
用
機
器
購
入

費
（
８，

０
０
８
千
円
）、
老
人
医

療
費
（
△
２
２，

４
３
０
千
円
）、

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

（
△
２
９，

６
５
０
千
円
）、
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

（
１
１，

３
８
４
千
円
）、
児
童
手

当
（
△
１
６，

８
３
６
千
円
）、
宇

陀
衛
生
一
部
事
務
組
合
負
担
金

（
△
２，

９
４
４
千
円
）、
合
併
処

理
浄
化
槽
整
備
事
業
補
助
金
（
△

１
４，

１
６
４
千
円
）、
森
林
環
境

税
緊
急
間
伐
事
業
委
託
料
（
△
１

５，

４
２
１
千
円
）、
森
林
整
備
地

域
活
動
支
援
事
業
補
助
金
（
△
１

０，

１
０
０
千
円
）、
道
の
駅
「
宇

更
正
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
４，

１
０

８，

２
３
１
千
円
に
な
り
ま
す
。

診
療
施
設
勘
定
の
今
回
の
補
正

予
算
は
、
人
件
費
１
名
分
（
△
４，

７
１
５
千
円
）
の
減
額
で
あ
り
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
、
１
５
５，

１
８
５

千
円
に
な
り
ま
す
。

◆
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
４
０
１，

９
３
５
千

円
を
減
額
し
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
医
療
給
付

費
（
△
３
７
９，

９
９
７
千
円
）

と
医
療
支
給
費
（
△
２
１，

９
３

８
千
円
）
の
減
額
で
あ
り
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
医
療
給
付

費
と
支
給
費
の
減
額
に
伴
い
、
支

払
基
金
交
付
金
（
△
２
２
４，

０

４
３
千
円
）、
国
庫
負
担
金
（
△
１

１
８，

５
９
３
千
円
）、
県
負
担
金

（
△
２
９，

６
４
９
千
円
）、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
（
△
２
９，

６
５
０
千
円
）
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額

し
ま
し
た
。
補
正
後
の
予
算
総
額

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３，

７

６
８，

４
２
０
千
円
に
な
り
ま
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
８，

１
７
１
千

円
を
増
額
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
公
債
費

陀
路
室
生
」
業
務
委
託
料

（
△
４，

１
８
５
千
円
）、
市
道
岩

室
小
附
線
道
路
改
良
工
事
県
委
託

料
（
△
１
０
７，

１
２
６
千
円
）、

市
道
古
市
場
稲
戸
線
、
高
井
室
生

線
、
室
生
山
田
西
出
線
な
ど
の
工

事
請
負
費
（
△
８
２，

１
１
２
千

円
）、
市
道
改
良
工
事
費
に
か
か
る

土
地
購
入
費
、
立
木
補
償
費
（
△

３
１，

８
４
７
千
円
）、
榛
原
フ
レ

ン
ド
パ
ー
ク
公
園
整
備
事
業
工
事

請
負
費
（
△
１
９，
５
０
３
千
円
）、

街
な
み
環
境
整
備
事
業
（
松
山
地

区
道
路
美
装
化
）、
工
事
請
負
費
及

び
電
柱
移
設
補
償
費
（
△
７，

６

８
６
千
円
）、
治
山
施
設
災
害
復
旧

工
事
請
負
費
（
△
１
３，

５
９
１

千
円
）、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

工
事
請
負
費
（
△
８
０，

８
６
４

千
円
）
と
な
り
ま
す
。

２．

歳
入
の
主
な
も
の

配
当
割
交
付
金
（
７，

３
０
０

千
円
）、
地
方
消
費
税
交
付
金
（
△

１
３，

６
０
０
千
円
）、
自
動
車
取

得
税
交
付
金
（
６，
４
０
０
千
円
）、

地
方
交
付
税
（
４
１，

９
７
６
千

円
）、
分
担
金
及
び
負
担
金
（
△
６，

７
５
１
千
円
）、
国
庫
支
出
金
（
△

１
４
７，

９
８
２
千
円
）、
県
支
出

金
（
△
７
８，

９
５
４
千
円
）、
基

金
繰
入
金
（
△
２
３
３，

１
８
０

千
円
）、
諸
収
入
（
△
８，

９
７
８

千
円
）、
市
債
（
△
１
２
２，

１
０

０
千
円
）
と
な
り
ま
す
。

【
平
成
19
年
度
補
正
予
算
】

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
平
成
19

年
度
の
各
事
業
費
の
決
定
及
び
執

行
経
費
の
節
減
効
果
に
よ
る
も
の

で
、
県
の
ア
ニ
マ
ル
パ
ー
ク
関
連

事
業
の
岩
室
・
小
附
線
、
室
生
山

田
西
出
線
な
ど
の
道
路
改
良
工
事
、

公
共
土
木
災
害
復
旧
工
事
や
治
山

施
設
災
害
復
旧
工
事
の
事
業
費
決

定
な
ど
に
よ
っ
て
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
５
４
７，

６
７
２
千
円
を

減
額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予

算
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
８，

７

７
１，

０
１
０
千
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
内
の
完
了
が
困

難
な
こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備

事
業
の
ほ
か
７
件
、
７
９
２，

４

６
４
千
円
を
翌
年
度
へ
の
繰
越
明

許
事
業
と
し
て
計
上
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

◆
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
の
財
源
更
正
に
よ
る
も
の

で
、
予
算
額
に
変
動
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
０，

５
４
３
千
円

の
減
額
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

財
産
取
得
費
（
１
０，

５
４
３
千

円
）
で
す
。
歳
入
で
は
、
公
共
用

地
先
行
事
業
債
（
５
９
５，

２
０

０
千
円
）
を
増
額
し
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
（
△
２
５
７
千
円
）

を
減
額
し
ま
し
た
。
な
お
、
補
正

後
の
予
算
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
５
９
５，

４
５
７
千
円
に
な

り
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

事
業
勘
定
の
今
回
の
補
正
予
算

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
１
１

２，

２
３
０
千
円
を
増
額
し
ま
し

た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
改
造
委
託
料
（
５，

８
２
５
千

円
）、
退
職
者
療
養
給
付
費
の
対
象

医
療
費
（
１
０
３，
７
１
０
千
円
）、

繰
出
金
で
、
直
営
診
療
所
分
と
し

て
、
２，

６
２
４
千
円
を
増
額
し

ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
・
県

支
出
金
、
支
払
基
金
交
付
金
な
ど

保
険
給
付
費
の
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担

割
合
に
応
じ
た
変
更
に
伴
う
財
源

◆
予
算
関
係
◆

平
成
20
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
５
日
か
ら
26
日
ま
で
の
22
日
間
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
で
は
、
平
成
20
年
度
の
当
初
予
算
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部

改
正
な
ど
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
の
審
議
の
結
果
、
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
審
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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（
１
２
４，
０
５
４
千
円
）
で
す
が
、

高
利
の
市
債
を
繰
上
償
還
す
る
も

の
で
す
。

歳
入
は
、
県
補
助
金
（
３，

４

２
２
千
円
）、
財
産
運
用
収
入
（
６

９
５
千
円
）
の
増
額
と
な
り
、
全

額
の
４，

１
１
７
千
円
を
基
金
積

立
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。
補
正

後
の
予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１，

２
３
９，

９
５
５
千

円
に
な
り
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
９
０，

６
９
６
千
円

を
増
額
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道

総
務
費
（
６
２
５
千
円
）、
下
水
道

管
理
費
（
△
５，

５
５
７
千
円
）、

公
債
費
（
９
６，

８
７
８
千
円
）

で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
高

利
の
市
債
を
繰
上
償
還
す
る
も
の

で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
一
般
会

計
繰
入
金
（
１
８，
４
６
１
千
円
）、

雑
入
（
１
５，

２
５
７
千
円
）、
下

水
道
債
（
５
６，

５
０
０
千
円
）

の
増
額
で
す
。
補
正
後
の
歳
入
歳

出
予
算
額
は
１，

１
２
６，

４
２

１
千
円
に
な
り
ま
す
。

◆
市
立
病
院
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
損
害
賠

償
金
を
支
払
い
和
解
す
る
た
め
、

収
益
的
収
入
及
び
支
出
予
算
を
増

額
補
正
し
ま
し
た
。
病
院
事
業
収

益
で
６
５
０
千
円
、
一
方
病
院
事

業
費
用
と
し
て
、
医
業
費
用
・
補

償
費
と
し
て
６
５
０
千
円
を
そ
れ

ぞ
れ
計
上
し
ま
し
た
。
収
益
的
収

入
及
び
支
出
の
予
定
総
額
と
し
て

は
、
３，

８
４
０，

６
５
０
千
円

と
な
り
ま
す
。

◆
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
企
業
債

を
繰
上
償
還
す
る
た
め
に
予
算
を

増
額
補
正
し
ま
し
た
。
資
本
的
支

出
は
、
企
業
債
償
還
金
の
元
金

（
４
９，

４
０
０
千
円
）
の
増
額
で

す
。
資
本
的
収
入
は
、
借
換
債

（
４
９，

３
０
０
千
円
）
の
増
額
と

な
り
ま
す
。
補
正
後
の
資
本
的
収

入
額
は
、
２
０
６，

５
１
０
千
円
、

資
本
的
支
出
額
は
、
４
２
２，

０

９
０
円
と
な
り
ま
す
。

◆
平
成
20
年
度
当
初
予
算

平
成
20
年
度
各
会
計
当
初
予
算

は
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

慎
重
な
審
議
を
行
い
、
本
会
議
で

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
会
計
予

算
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
大
宇
陀
町
、
菟
田
野
町
、
榛
原

町
及
び
室
生
村
の
廃
置
分
合
に
伴

う
地
域
自
治
区
の
設
置
に
関
す
る

協
議
書
の
一
部
を
変
更
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

地
域
自
治
区
を
設
置
し
て
、
そ

の
地
域
自
治
区
に
地
域
事
務
所
を

置
き
平
成
18
年
８
月
１
日
か
ら
２

年
間
の
任
期
で
、
地
域
事
務
所
の

長
に
代
え
て
、
特
別
職
の
区
長
を

置
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年

７
月
31
日
任
期
満
了
に
伴
い
、
区

長
制
度
を
廃
止
し
ま
す
。

◆
宇
陀
市
代
替
バ
ス
事
業
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

公
共
交
通
事
業
者
が
、
バ
ス
路

線
を
平
成
18
年
度
に
廃
止
し
た
こ

と
に
伴
い
、
市
が
代
替
バ
ス
事
業

に
よ
り
す
で
に
運
行
し
て
い
ま
す

が
、
室
生
南
部
線
に
つ
い
て
、
現

在
室
生
地
域
事
務
所
か
ら
室
生
区

上
田
口
ま
で
の
区
間
を
黒
岩
口
ま

で
に
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

変
更
し
ま
す
。

◆
宇
陀
市
通
勤
等
対
策
駐
車
場
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

宇
陀
市
が
運
営
し
て
い
る
市
営

下
井
足
第
１
駐
車
場
の
使
用
料
に

つ
い
て
、
近
隣
の
民
間
駐
車
場
の

使
用
料
と
の
整
合
、
ま
た
、
市
が

行
う
通
勤
、
通
学
対
策
と
し
て
の

駐
車
場
運
営
を
考
慮
し
て
、
平
成

20
年
４
月
１
日
か
ら
現
行
の
月
額

５，

０
０
０
円
か
ら
６，

０
０
０

円
に
変
更
し
ま
す
。

◆
宇
陀
市
監
査
委
員
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

監
査
委
員
の
事
務
に
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
な
ど
の

審
査
事
務
を
追
加
し
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
市
民
憲
章
等
策
定
委
員

会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
附
則
）
宇
陀
市
の
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

合
併
協
議
に
よ
り
３
年
以
内
に

宇
陀
市
の
市
民
憲
章
、
市
の
花
、

市
の
木
、
市
の
鳥
を
制
定
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
制
定
す
る
た
め
に
委
員
を
、
関

係
団
体
の
代
表
者
、
学
識
経
験
者

な
ど
か
ら
20
名
以
内
で
市
長
が
委

嘱
ま
た
は
任
命
し
、
委
員
会
を
設

置
す
る
た
め
の
条
例
制
定
、
ま
た

そ
の
委
員
の
報
酬
等
の
条
例
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
公
益
法
人
等
へ
の
宇
陀
市
職
員

の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
を
派
遣

す
る
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
の
諸
施
策
の
増
進
を
図
り
、

も
っ
て
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
資

す
る
た
め
、
公
益
法
人
等
へ
の
一

般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●
派
遣
の
対
象
と
な
る
公
益
法
人
等

（
１
）
財
団
法
人
宇
陀
市
文
化
体
育

事
業
団

（
２
）
社
会
福
祉
法
人
宇
陀
市
社
会

福
祉
協
議
会

◆
宇
陀
市
の
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
及
び
宇
陀
市
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

地
域
自
治
区
の
区
長
が
平
成
20

年
７
月
31
日
任
期
満
了
に
伴
い
、

区
長
制
度
を
廃
止
す
る
た
め
、
そ

の
者
の
給
与
、
旅
費
及
び
報
酬
等

の
条
例
を
平
成
20
年
８
月
１
日
よ

り
削
除
す
る
よ
う
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

◆
宇
陀
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

平
成
20
年
４
月
１
日
に
老
人
保

健
法
が
、
高
齢
者
医
療
の
確
保
に

関
す
る
法
律
に
移
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
保
険
料
の
算
定
、
賦
課

は
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
行
い
ま
す
が
、
市
に
お
い

て
保
険
料
を
徴
収
す
る
た
め
、
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
の
特
別
会
計

を
設
置
す
る
た
め
の
改
正
を
し
ま

し
た
。

◆
宇
陀
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

医
療
制
度
改
革
に
伴
い
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
世
帯
の
う
ち
、
年

金
受
給
者
で
一
定
条
件
を
み
た
す

被
保
険
者
よ
り
、
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
こ

◆
条
例
の
制
定
な
ど
◆
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と
、
国
民
健
康
保
険
税
が
、
医
療

保
険
分
、
介
護
保
険
分
に
加
え
て
、

後
期
高
齢
者
医
療
支
援
分
が
新
設

さ
れ
、
こ
の
３
つ
の
合
計
額
に
よ

り
課
税
さ
れ
る
こ
と
、
合
併
前
の

旧
町
村
の
区
域
で
課
税
さ
れ
て
い

た
不
均
一
課
税
を
市
と
し
て
均
一

課
税
と
す
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

◆
宇
陀
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

住
民
異
動
届
や
戸
籍
の
届
出
等

の
際
、
本
人
確
認
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
今
般
、
住
民
基
本
台
帳

な
ら
び
に
戸
籍
法
の
改
正
等
に
伴

い
、
法
の
施
行
後
は
新
た
に
住
民

票
や
戸
籍
等
の
証
明
請
求
の
際
に

も
運
転
免
許
証
な
ど
に
よ
り
窓
口

に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
を
実

施
す
る
よ
う
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
集
会
所
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

次
の
集
会
所
の
供
用
開
始
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

・
西
山
川
向
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
大
宇
陀
区
西
山
２
３
３
番
地
）

◆
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に

よ
り
平
成
20
年
４
月
１
日
に
「
老

人
保
健
法
」
が
「
高
齢
者
医
療
の

確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
移
行
さ

れ
る
こ
と
、「
入
院
時
生
活
療
養
費
」

の
支
給
対
象
年
齢
が
70
歳
以
上
か

ら
65
歳
以
上
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
関
係
す
る
４
つ
の
条
例

に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

（
１
）
宇
陀
市
母
子
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
改
正
（
第
１
条
）

（
２
）
宇
陀
市
老
人
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
改
正
（
第
２
条
）

（
３
）
宇
陀
市
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
改
正
（
第
３
条
）

（
４
）
宇
陀
市
立
病
院
の
使
用
料
及

び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
（
第

４
条
）

◆
宇
陀
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正

に
伴
う
も
の
で
、
生
活
習
慣
の
変

化
や
高
齢
者
の
増
加
な
ど
に
よ
る

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
防

止
す
る
た
め
、
市
が
特
定
健
康
診

査
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
被
保
険
者

の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
事

業
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

平
成
17
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
高
齢
者
の
非
課
税
限
度
額
の
廃

止
に
よ
り
、
介
護
保
険
料
の
負
担

増
が
見
込
ま
れ
る
者
の
平
成
18
年

度
と
平
成
19
年
度
の
保
険
料
に
つ

い
て
、
激
変
緩
和
措
置
が
講
じ
ら

れ
ま
し
た
が
、
政
令
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
平
成
20
年
度
に
お
け
る

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
も
平
成
19

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
、
回
答

の
趣
旨
に
つ
い
て
の
み
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
社
会
活
動
設
備
（
大
宇

陀
区
地
域
有
線
放
送
設
備
）

に
対
す
る
市
の
支
援
に
つ
い
て

旧
大
宇
陀
町
で
は
、
電
力

会
社
と
の
契
約
に
基
づ
き
電

柱
占
用
料
は
免
除
さ
れ
て
き
た
が
、

市
有
財
産
の
適
切
な
管
理
と
自
主

財
源
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
平
成

18
年
４
月
か
ら
電
柱
占
用
料
を
徴

収
し
た
こ
と
と
、
電
気
事
業
法
の

改
正
に
よ
り
、
電
柱
共
架
料
無
償

の
取
り
扱
い
は
困
難
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
か
ら

受
益
者
負
担
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
設
備
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
緊
急
災
害
時
の
有
効
な
情
報
伝

達
手
段
で
あ
る
た
め
、
市
と
し
て

該
当
地
域
と
協
議
を
行
い
検
討
し

て
い
く
。

宇
陀
市
の
二
年
余
り
を
振
り

返
り
、
市
政
の
展
望
と
財
政

健
全
化
（
再
建
）
の
中
で
の
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

18
年
度
決
算
数
値
か
ら
当

市
の
財
政
指
標
の
多
く
は
、

全
国
比
率
か
ら
見
て
も
高
い
数
値

を
示
し
て
い
る
。
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
の
20
年
度
予
算
は
、
旧

町
村
で
継
続
し
て
き
た
事
業
で
一

定
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
や
社
会

情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
規
模
の

縮
小
や
事
業
の
有
効
性
な
ど
継
続

事
業
の
点
検
を
行
い
、
新
規
事
業

は
、
ソ
フ
ト
事
業
に
重
点
を
置
い

た
形
に
し
て
い
る
。
宇
陀
市
の
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て
更
な

る
発
展
を
図
る
た
め
の
課
題
を
克

服
す
べ
く
効
果
的
な
展
開
を
進
め
、

元
気
・
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
た
め
に
も
、
職
員
も
行
政

の
プ
ロ
と
し
て
経
営
感
覚
を
身
に

つ
け
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
す

る
た
め
に
能
力
開
発
や
資
質
の
向

上
の
た
め
積
極
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
。

宇
陀
市
立
病
院
建
設
事
業
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
は
実
施
設
計
、

21
年
度
の
工
事
着
工
に
向
け
着
実

に
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

文
化
体
育
事
業
団
へ
の
支
援

の
あ
り
方
に
つ
い
て

宇
陀
市
文
化
体
育
事
業
団

へ
指
定
管
理
し
て
い
る
総
合

体
育
館
な
ど
７
施
設
の
指
定
期
間

は
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
と
な

っ
て
い
る
。
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
対
し
、
よ
り
効
果
的
、
効
率
的

に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
実
務
経
験
を
生
か
し
、

現
在
12
名
の
職
員
を
派
遣
し
自
主

年
度
と
同
様
の
特
例
を
設
け
る
よ

う
改
正
し
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
簡
易
水
道
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

大
宇
陀
区
田
原
簡
易
水
道
及
び

菟
田
野
区
松
井
簡
易
水
道
の
既
給

水
計
画
認
可
区
域
に
隣
接
す
る
水

道
未
普
及
地
域
を
解
消
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
給
水
区
域
、
給
水
人
口

及
び
日
最
大
給
水
量
を
変
更
す
る

も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
整
備
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

◆
宇
陀
市
看
護
師
等
修
学
資
金
貸

与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

宇
陀
市
立
病
院
で
は
、
看
護
師

等
修
学
資
金
貸
与
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
民
間
病
院
に
お
い
て

も
同
様
の
制
度
が
存
在
し
、
看
護

学
生
は
よ
り
厚
遇
の
制
度
を
求
め
、

民
間
病
院
へ
と
流
れ
る
傾
向
に
あ

る
た
め
、
民
間
病
院
と
同
水
準
の

貸
与
制
度
と
す
る
べ
く
、
貸
与
限

度
額
の
金
額
を
改
定
し
、
被
貸
与

者
に
有
利
な
制
度
に
改
め
、
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

※
入
学
支
度
金
限
度
額
　
50
万
円

→

80
万
円
、
修
学
金
限
度
額
　
月

額
５
万
円→

８
万
円
　
な
ど
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よ
う
、
よ
り
一
層
の
啓
発
に
努
力

し
て
い
く
。

県
の
補
助
事
業
の
積
極
的
な

活
用
で
、
市
の
活
性
化

市
で
は
、
国
・
県
の
補
助

事
業
を
受
け
、
各
種
事
業
の

推
進
に
努
め
て
い
る
。
平
成
19
年

度
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
、
宇

陀
市
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
、
宇
陀
じ

ま
ん
市
、
総
合
体
育
館
や
菟
田
野

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館
の
改

修
を
補
助
事
業
で
行
っ
た
。

農
林
商
工
関
連
事
業
で
は
、
観

光
力
向
上
応
援
補
助
金
、
平
城
遷

都
１
３
０
０
年
祭
に
関
す
る
事
業

に
積
極
的
に
参
画
し
、
い
き
い
き

農
産
物
直
売
所
事
業
で
は
、
市
内

４
カ
所
の
直
売
所
へ
事
業
参
画
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

教
育
関
連
事
業
で
は
、
学
童
保

育
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
が
、

平
成
19
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
放
課

後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
を
平
成
20

年
度
で
は
２
カ
所
実
施
予
定
で
あ

る
。ま

た
、
近
年
の
青
少
年
の
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
の
解
消
、
地
域
教
育

力
の
向
上
、
地
域
全
体
で
学
校
教

育
を
支
援
・
教
員
の
勤
務
負
担
の

軽
減
を
図
る
な
ど
、
学
校
と
地
域

の
連
携
体
制
を
図
り
、
学
校
支
援

地
域
本
部
事
業
に
つ
い
て
も
事
業

趣
旨
を
踏
ま
え
て
積
極
的
に
進
め

て
い
く
。

は
、
60
橋
を
超
え
る
。
市
は
、
日

常
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
っ
て

い
る
が
、
専
門
の
技
術
者
の
不
足

な
ど
、
当
市
だ
け
で
な
く
、
全
国

の
市
町
村
道
の
管
理
に
お
け
る
現

状
と
課
題
で
あ
る
。
国
中
心
の
従

来
の
対
応
療
法
的
な
修
繕
及
び
架

け
替
え
か
ら
、
予
防
的
な
修
繕
及

び
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
く

架
け
替
え
の
転
換
が
図
ら
れ
て
お

り
、
橋
の
保
全
に
関
す
る
制
度
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
長
寿
命
化

修
繕
計
画
の
策
定
を
平
成
20
年
度

に
実
施
す
る
た
め
橋
梁
調
査
に
つ

と
め
、
引
き
続
き
安
全
確
保
に
努

め
て
い
く
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
を
円
滑
に

本
年
４
月
か
ら
75
歳
以
上

の
高
齢
者
を
対
象
に
し
た

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
創
設

さ
れ
、
広
域
連
合
と
連
携
を
と
り
、

被
保
険
者
に
対
し
て
制
度
の
内
容

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
利

用
し
広
報
や
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
保
険
料
に
関
し
て
、
所

得
の
少
な
い
被
保
険
者
に
対
し
て

の
軽
減
や
、
健
康
保
険
の
被
扶
養

者
と
し
て
保
険
料
を
負
担
し
て
い

な
か
っ
た
方
に
対
す
る
激
変
緩
和

措
置
、
ま
た
国
保
税
に
お
い
て
軽

減
を
受
け
て
い
た
世
帯
に
対
す
る

軽
減
措
置
が
あ
り
、
制
度
に
つ
い

て
被
保
険
者
に
理
解
が
得
ら
れ
る

事
業
を
展
開
し
て
、
収
益
性
と
採

算
性
を
高
め
て
い
る
。
平
成
21
年

度
以
降
の
施
設
管
理
方
針
に
つ
い

て
検
討
と
調
整
を
行
い
、
効
率
化

と
と
も
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
れ
る
よ
う
に
、
管
理
者
公
募

な
ど
の
手
法
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

危
機
管
理
と
非
常
災
害
対
策

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
場
合
ま
た
は
、
災
害
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
災
害
に
対
す
る
応
急
対
策

を
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施
す
る
た

め
に
災
害
応
急
対
策
活
動
体
制
を

定
め
て
い
る
。
活
動
体
制
に
つ
い

て
は
、
風
水
害
時
は
情
報
収
集
体

制
、
注
意
配
備
体
制
、
警
戒
配
備

体
制
で
指
定
職
員
が
参
集
し
活
動

を
行
い
、
状
況
に
応
じ
て
災
害
対

策
本
部
を
設
置
す
る
。
ま
た
市
内

の
被
害
状
況
に
応
じ
て
防
災
関
係

機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
活
動

を
す
る
。
今
後
関
係
団
体
と
調
整

を
と
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
を
想
定
し
、
実
施
訓
練
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
行
政
と
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
災
害
活
動
に

取
り
組
む
た
め
、
自
主
防
災
組
織

と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

橋
粱
の
安
全
に
つ
い
て

市
で
は
、
老
朽
化
の
橋
が

30
橋
あ
り
、
今
後
10
年
後
に

環
境
保
全
に
つ
い
て

一
般
生
活
ゴ
ミ
の
分
別
収

集
に
つ
い
て
、
全
市
共
通
し

て
９
種
類
に
分
別
す
る
よ
う
変
更

に
な
っ
た
が
、
そ
の
方
法
に
つ
い

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
報
や
説
明

会
を
行
い
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
市
内
廃
棄
物
の
埋
立
地

に
つ
い
て
の
、
水
質
検
査
に
お
い

て
も
、
年
１
回
行
っ
て
お
り
、
い

ず
れ
の
場
所
に
お
い
て
も
異
常
は

認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
継
続
し
て

安
全
確
認
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た

不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、
監
視
カ

メ
ラ
、
不
法
投
棄
の
防
止
を
促
す

看
板
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が

減
少
の
傾
向
に
あ
ら
ず
、
監
視
、

防
止
活
動
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

産
業
排
水
に
よ
る
水
質
検
査
で
も

有
害
物
質
な
ど
の
検
出
は
な
い
。

老
朽
化
の
進
ん
で
い
る
ゴ
ミ
処
理

施
設
に
つ
い
て
も
、
閉
鎖
な
ど
の

協
議
を
進
め
て
い
く
。

病
院
建
設
に
伴
う
運
営
に
つ

い
て最

近
の
医
療
環
境
は
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
や
国
民
医

療
費
の
増
大
に
、
歯
止
め
を
か
け
、

国
の
負
担
を
増
や
さ
な
い
た
め
、

診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
、
患
者
負

担
割
合
の
引
き
上
げ
、
平
均
在
院

日
数
の
引
き
下
げ
な
ど
の
医
療
費

の
抑
制
政
策
が
次
々
打
ち
出
さ
れ
、

さ
ら
に
、
医
師
不
足
な
ど
医
療
を

取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
国
及
び
地
方
公
共
団

体
に
は
、
医
療
法
に
お
い
て
『
良

質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に

提
供
す
る
体
制
を
確
保
す
る
』
責

務
が
あ
り
、
さ
ら
に
経
営
の
採
算

性
に
拘
ら
ず
医
療
の
体
制
を
整
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
も
あ

り
、
不
採
算
を
理
由
に
廃
止
す
る

こ
と
は
自
治
体
と
し
て
の
責
任
放

棄
と
な
る
と
考
え
、
市
民
要
望
の

な
か
に
医
療
体
制
の
充
実
を
、

60
％
以
上
の
方
が
最
も
希
望
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
地
域
医
療
を
守
る
観

点
か
ら
も
、
宇
陀
市
民
の
医
療
ニ

ー
ズ
に
応
え
、
宇
陀
地
域
の
基
幹

病
院
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
な

が
ら
、
健
全
経
営
が
確
立
で
き
る

よ
う
、
市
当
局
と
も
一
体
と
な
っ

て
努
力
し
て
い
く
。

妊
産
婦
無
料
健
診
の
拡
大
に

つ
い
て

最
近
全
国
的
に
も
妊
婦
健

診
を
一
度
も
受
け
な
い
ま
ま
、

出
産
間
近
に
病
院
へ
駆
け
込
む

「
と
び
こ
み
出
産
」
が
増
加
し
、
こ

の
こ
と
に
よ
る
医
療
事
故
も
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て

も
、
厚
生
労
働
省
の
指
針
や
近
隣

市
町
村
の
状
況
、
ま
た
は
市
の
財

政
状
況
な
ど
考
慮
し
平
成
19
年
度
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は
、
妊
婦
健
診
の
２
回
分
の
公
費

負
担
を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成
20

年
度
は
、
１
回
増
の
３
回
分
の
公

費
負
担
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
、

妊
娠
判
定
受
診
料
の
補
助
や
、
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
妊
娠
中

の
母
親
に
対
し
て
の
食
生
活
健
康

指
導
な
ど
の
教
室
事
業
を
行
い
、

健
診
を
受
け
な
い
ま
ま
出
産
す
る

妊
婦
を
な
く
し
て
い
く
よ
う
、
で

き
る
限
り
支
援
し
て
い
く
。

生
活
交
通
維
持
、
確
保
計
画

に
つ
い
て

市
で
は
、
２
月
26
日
に

「
宇
陀
市
地
域
公
共
交
通
活
性

化
再
生
協
議
会
」
を
設
置
し
て

「
宇
陀
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
（
案
）」
な
ど
の
承
認
を
受
け
、

市
内
の
公
共
交
通
体
系
に
つ
い
て
、

他
の
交
通
機
関
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
、

期
間
を
定
め
て
実
証
運
行
を
行
い
、

住
民
・
来
訪
者
な
ど
の
意
見
や
バ

ス
運
行
の
利
用
実
績
な
ど
を
基
に

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
交
通
体
系
を
関
係
者
と

調
整
し
、
効
率
的
で
効
果
的
な
交

通
体
系
を
構
築
し
て
い
く
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
に
つ
い
て

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
つ
い

て
、
平
成
18
年
８
月
に
総
務

省
か
ら
出
さ
れ
た
「
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
更
な
る

推
進
の
た
め
の
指
針
の
策
定
に
つ

い
て
」
に
よ
り
、
都
道
府
県
及
び

人
口
３
万
人
以
上
の
市
は
平
成
21

年
度
ま
で
に
導
入
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
総
務

省
方
式
を
採
用
し
導
入
す
る
準
備

を
し
て
い
る
。「
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
企
業
が

１
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
利
益
を
挙

げ
た
か
を
示
す
損
益
計
算
書
に
あ

た
る
も
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

導
入
が
で
き
れ
ば
、
同
時
に
作
成

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

文
化
財
・
美
術
品
の
管
理
、

活
用
に
つ
い
て

現
在
、
市
内
に
は
多
数
の

文
化
財
が
存
在
し
、
市
の
文

化
財
保
護
審
議
会
に
て
現
地
調
査

を
行
い
台
帳
整
理
、
審
議
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
記
録

保
管
に
つ
い
て
は
、
そ
の
物
件
に

よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
保
管
を

進
め
て
い
る
。
文
化
財
の
活
用
は

移
動
可
能
な
物
件
の
場
合
、
展
示

施
設
・
設
備
な
ど
の
確
保
、
所
有

者
の
同
意
を
得
る
こ
と
で
、
展
示

な
ど
が
可
能
と
な
り
市
内
の
施
設

に
て
展
示
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

宇
陀
市
ま
ち
づ
く
り
（
自
治
）

基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て

今
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

行
政
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
き

た
が
、
今
後
は
行
政
と
市
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
連
携
を

と
り
、
み
ん
な
で
自
分
た
ち
の
ま

ち
に
つ
い
て
考
え
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
体
制
を
整
備
し
、
住

民
自
治
の
確
立
し
た
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
。

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、

住
民
と
行
政
と
の
協
働
の
あ
り
方

を
考
え
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

く
か
、
地
域
自
治
区
に
設
置
し
て

い
る
地
域
協
議
会
と
も
調
整
し
協

議
を
行
い
な
が
ら
、
豊
か
で
美
し

い
自
然
と
共
生
を
図
る
た
め
、
リ

サ
イ
ク
ル
や
ゴ
ミ
減
量
化
、
再
資

源
化
を
図
り
、
環
境
保
全
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
本
市
の
持
続
的

発
展
を
目
指
し
て
い
く
。

国
土
交
通
省
「
公
図
」
境
界

の
測
り
直
し
を
急
ぐ
よ
う
市

町
村
に
働
き
か
け
る
と
の
こ
と
、

当
市
の
状
況
に
つ
い
て
、
地
籍
調

査
の
当
市
の
実
施
方
針
は

Ｄ
Ｉ
Ｄ
地
区
（
人
口
密
集

地
区
）
に
お
け
る
公
図
の
ず

れ
が
あ
り
、
今
後
、
国
の
作
成
し

た
街
区
基
準
点
を
使
い
測
量
を
行

い
、
公
図
の
ず
れ
を
早
期
に
解
消

し
デ
ジ
タ
ル
化
に
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。
当
市
の
地

籍
調
査
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
基
づ
い
て

国
家
基
準
点
か
ら
の
測
量
を
行
っ

て
い
る
。
な
お
、
地
籍
調
査
後
に

お
け
る
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
情
報
管

理
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
活
用

面
、
技
術
面
、
費
用
面
な
ど
を
検

討
し
て
考
え
て
い
く
。

宇
陀
市
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
事
業

の
現
状
と
問
題
点

大
宇
陀
区
・
榛
原
区
に
関

し
て
は
、
加
入
率
は
90
％
を

超
え
て
い
る
。
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終

了
後
の
地
デ
ジ
難
民
を
作
ら
な
い

為
に
も
、
今
後
も
加
入
促
進
し
て

い
く
。
宅
内
工
事
に
お
け
る
、
住

民
説
明
不
足
な
ど
の
問
題
も
あ
っ

た
が
、
今
後
は
よ
り
一
層
、
請
負

業
者
の
教
育
指
導
を
徹
底
し
て
い

く
。
行
政
自
主
放
送
に
つ
い
て
も
、

経
験
者
に
よ
る
職
員
の
教
育
を
行

い
、
行
政
が
責
任
を
も
て
る
放
送

を
行
っ
て
い
く
。

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

平
成
22
年
に
開
催
さ
れ
る

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
事
業

に
向
け
て
、
市
内
に
は
室
生
寺
を

始
め
数
多
く
存
在
す
る
歴
史
文
化

資
源
を
県
内
外
に
発
信
す
る
た
め
、

市
町
村
テ
ー
マ
イ
ベ
ン
ト
事
業
を

県
や
関
係
市
町
村
と
連
携
し
、
こ

の
事
業
を
機
会
と
し
て
、
交
流
人

口
の
増
加
を
目
指
し
て
い
く
。

感
染
症
の
患
者
の
医
療
に
対

す
る
市
立
病
院
と
し
て
の
現

在
の
対
応
は
ど
う
し
て
い
る
か

「
感
染
症
の
予
防
及
び
感

染
症
の
患
者
に
た
い
す
る
医

療
機
関
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
、
感
染
力
や
罹
患
し
た
場
合

の
重
篤
性
な
ど
に
基
づ
き
、
危
険

性
が
高
い
順
に
１
類
か
ら
５
類
ま

で
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
律

に
従
い
、
保
健
所
へ
届
出
を
行
い
、

厚
生
労
働
大
臣
や
県
知
事
の
指
定

す
る
医
療
機
関
へ
転
院
対
応
す
る
。

新
病
院
も
法
令
に
基
づ
い
た
対
応

を
遣
漏
な
く
行
っ
て
い
く
。

ま
た
平
成
20
年
１
月
に
宇
陀
市

感
染
症
対
策
本
部
設
置
要
綱
を
定

め
、
感
染
症
被
害
が
広
が
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
、
迅
速
に
情
報
を

交
換
し
予
防
と
被
害
発
生
時
の
対

応
に
あ
た
る
た
め
、
市
感
染
症
対

策
本
部
を
設
置
す
る
。
ま
た
市
内

の
学
校
、
病
院
な
ど
の
集
団
施
設

で
感
染
症
が
発
生
し
た
と
き
、
情

報
を
共
有
し
市
民
へ
の
啓
発
、
二

次
感
染
の
予
防
、
関
係
機
関
の
調

整
な
ど
敏
速
な
対
応
に
備
え
る
た

め
、「
感
染
症
情
報
共
有
連
絡
網
」

を
策
定
し
た
。
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第
１
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
軟
式
野
球
の
結
果

４
月
13
日
、
大
宇
陀
運
動
場

で
「
第
１
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（
軟
式
野
球
の
部
）」
が
開

催
さ
れ
、
５
チ
ー
ム
が
熱
戦
を

繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

優
　
勝

キ
ャ
ッ
ツ
・
ア
イ

準
優
勝

ゴ
ブ
リ
ン
ズ

早
稲
田
大
学
を
７４
歳

で
卒
業

植
平
善
一
さ
ん
（
榛
原
区
比

布
）
は
、
今
年
３
月
に
早
稲
田

大
学
の
政
治
経
済
学
部
を
優
秀

な
成
績
で
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。

植
平
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
、

大
学
受
験
に
失
敗
し
、
大
学
に

入
る
ま
で
ず
っ
と
学
歴
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
に
悩
ま
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

高
校
卒
業
後
、
家
業
の
土
木

建
設
業
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、

約
50
年
間
に
わ
た
り
自
己
流
で

英
語
力
を
高
め
る
べ
く
研
鑽

け
ん
さ
ん

し
、
カ
レ
ッ
ジ
英
和
辞
典
の
収

録
語
数
約
10
万
語
を
覚
え
て
し

ま
う
ほ
ど
学
習
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
12
年
、
息
子
さ
ん
が
会

社
を
継
い
で
く
れ
る
こ
と
に
な

り
、「
地
方
自
治
を
学
び
た
い
」

一
心
か
ら
、
１
年
間
予
備
校
の

通
信
教
育
を
受
け
ら
れ
、
平
成

14
年
に
早
稲
田
大
学
の
政
治
経

済
学
部
社
会
人
入
試
に
見
事
合

格
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
叙
勲
に
当
市
か
ら

２
人
が
受
章

岸
岡
さ
ん（
菟
田
野
区
平
井
）

は
、
昭
和
33
年
に
神
末
小
学
校

（
御
杖
村
）に
着
任
以
来
37
年
間

に
わ
た
り
、
宇
陀
市
内
の
小
・
中

学
校
に
お
い
て
教
育
一
筋
に
勤

め
ら
れ
、
菟
田
野
中
学
校
校
長

を
最
後
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
７
年
10
月
か

ら
菟
田
野
町
教
育
委
員
会
教
育

長
に
、
平
成
18
年
１
月
か
ら
宇

陀
市
教
育
委
員
会
教
育
長
に
就

任
さ
れ
約
12
年
間
の
長
き
に
わ

た
り
、
地
方
教
育
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
中
は
、
合
併
時
の
市
の

教
育
事
務
事
業
の
整
備
を
図
ら

れ
た
ほ
か
、
教
職
員
の
資
質
向

上
、
学
校
施
設
の
整
備
充
実
な

ど
教
育
環
境
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
、
生
涯
教
育
の
必
要
性
や
家

岸岡寛式さん
（元公立中学校長）

瑞宝双光章
（教育功労）

平
成
20
年
春
の
「
叙
勲
」
が
内

閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
市

内
か
ら
の
受
章
者
を
紹
介
し
ま
す
。

塚
本
さ
ん
（
榛
原
区
天
満
台

西
２
）
は
、
昭
和
37
年
か
ら
38

年
間
に
わ
た
り
郵
政
業
務
に
従

事
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

奈
良
中
央
郵
便
局
で
の
勤
務

を
は
じ
め
、
桜
井
郵
便
局
を
退

職
さ
れ
る
ま
で
、
主
に
郵
便
集

配
業
務
に
携
わ
り
、
郵
便
物
の

正
確
・
迅
速
な
配
達
な
ど
に
尽

力
さ
れ
、
地
域
の
郵
政
業
務
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

「
今
回
の
受
章
は
、
事
故
も

な
く
無
事
に
勤
め
ら
れ
た
こ
と

で
あ
り
、
こ
つ
こ
つ
と
努
力
し

て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
が
大
変
う
れ
し
い
で
す
。
」

と
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。 塚本文雄さん

（元郵政事務官）

瑞宝単光章
（郵政業務功労） 庭

教
育
の
推
進
な
ど
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

「
今
回
の
受
章
は
、
先
輩
か
ら

の
指
導
、
同
僚
か
ら
の
励
ま
し
、

後
輩
か
ら
の
支
援
、
保
護
者
や

地
域
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
身
に
あ

ま
る
光
栄
で
す
。」
と
喜
び
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

在
学
中
、
奥
さ
ん
を
亡
く
さ

れ
、
そ
の
う
え
、
ご
自
身
の
体

調
を
崩
す
な
ど
の
困
難
を
乗
り

越
え
ら
れ
て
卒
業
さ
れ
ま
し

た
。現

在
、
大
学
院
受
験
を
目
指

し
て
、
勉
学
に
励
ま
れ
て
い
ま

す
。
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つ
つ
じ
祭
り
開
催

ア
ジ
ア
選
手
権
自
転

車
競
技
大
会
で
活
躍

４
月
10
日
か
ら
17
日
、
奈
良

で
「
第
15
回
ア
ジ
ア
自
転
車
競

技
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

男
子
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
に
榛
生
昇

陽
高
等
学
校
の
自
転
車
競
技
部

が
出
場
し
ま
し
た
。

野
口
正
則
く
ん（
３
年
生
）は
、

個
人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
優
勝
と

ス
ク
ラ
ッ
チ
３
位
、
元
砂
勇
雪

く
ん（
２
年
生
）は
、
ポ
イ
ン
ト

レ
ー
ス
準
優
勝
と
個
人
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
８
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。ま

た
、
第
４
日
（
奈
良
競
輪

場
開
催
）
の
ト
ラ
ッ
ク
競
技
で

は
、
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
マ
デ
ィ
ソ

ン
で
野
口
さ
ん
・
元
砂
さ
ん
組

菟
田
野
春
モ
ミ
ジ
・

カ
エ
デ
観
賞
会

「
春
モ
ミ
ジ
・
カ
エ
デ
観
賞

会
」（
菟
田
野
花
き
植
木
切
り

花
研
究
会
主
催
）
が
４
月
26
日

か
ら
５
月
11
日
ま
で
開
催
さ
れ

約
１,
１
５
０
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

中
に
は
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
の

が
準
優
勝
と
い
う
成
果
を
お
さ

め
ま
し
た
。

結
果
報
告
の
た
め
、
５
月
２

日
、
三
浦
校
長
と
徳
地
監
督
、

選
手
２
人
が
前
田
市
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

紹
介
で
知
っ
て
来
ら
れ
た
と
い

う
方
も
多
く
、
会
場
内
の
赤
や

黄
色
、
白
、
緑
色
な
ど
の
世
界

各
国
の
カ
エ
デ
１,
２
０
０
種

類
、
３,
０
０
０
本
以
上
が
ず

ら
っ
と
並
び
、
秋
紅
葉
と
は
一

味
違
う
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

今
回
、
会
場
内
に
模
擬
庭
園

（
約
１
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）

が
作
ら
れ
、
会
場
を
い
っ
そ
う

華
や
か
に
さ
せ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
４
月
29

日
、
鳥
見
山
公
園
で
「
鳥
見
山

つ
つ
じ
祭
り
」（
榛
原
観
光
協

会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
２,
５

０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
鳥
見
社
で
山
開
き
の

祭
事
が
行
わ
れ
、
登
山
者
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

公
園
内
の
イ
ベ
ン
ト
舞
台
で

は
、
倭
太
鼓
「
榛
」
に
よ
る
和

太
鼓
演
奏
や
ジ
ャ
ズ
演
奏
、
琴

ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
輪
投
げ
大
会
や
○
×

ク
イ
ズ
大
会
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ー

体
験
に
多
く
の
子
ど
も
が
参
加

し
ま
し
た
。
木
陰
で
は
宴
を
楽

し
む
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
会
場

内
は
活
気
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
花
と
新
緑
に
触

れ
合
い
な
が
ら
ま
つ
り
を
満
喫

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
エ
デ
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
着
物
や
小
物
の
展
示
や
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
は
、
室

生
ふ
る
さ
と
元
気
村
の
芸
術
家

に
よ
る
竹
細
工
、
切
り
絵
な
ど

の
体
験
教
室
や
、
地
元
の
子
育

て
サ
ー
ク
ル
「
う
た
の
キ
ッ
ズ
」

の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

春
モ
ミ
ジ
の
観
賞
会
は
、
江

戸
時
代
に
も
楽
し
ま
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。

◆
さ
さ
ゆ
り
の
増
や
し
方

さ
さ
ゆ
り
は
、
繊
細
な
植
物
な

の
で
、
あ
ま
り
手
を
加
え
ず
に
自

然
に
近
い
姿
で
管
理
す
る
の
が
理

想
で
す
。

地
形
は
や
や
背
の
低
い
草
地
か

笹
の
生
え
て
い
る
北
向
き
の
斜
面

が
良
く
生
育
し
ま
す
。
気
象
的
に

は
、
宇
陀
の
山
間
地
は
最
も
適
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
前
に
は
各
地
に
多
く
咲
い
て

い
ま
し
た
が
、
乱
獲
も
原
因
の
一

つ
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
最
近
で

は
清
楚
で
可
憐
な
姿
を
見
か
け
な

く
な
り
ま
し
た
。

増
や
し
方
は
、
数
株
を
山
か
ら

掘
っ
て
き
て
、
適
地
と
思
わ
れ
る

所
に
適
当
な
間
隔
で
植
え
込
み
ま

す
。
次
の
年
に
は
植
え
た
球
根
は

花
を
咲
か
せ
ま
す
の
で
、
適
当
な

間
隔
で
残
し
て
種
を
実
ら
せ
ま

す
。
残
り
は
花
が
終
わ
れ
ば
切
り

取
り
ま
す
。
そ
れ
を
年
々
繰
り
返

す
こ
と
で
種
か
ら
芽
を
出
し
た
ゆ

り
は
、
２
、
３
年
す
る
と
花
を
咲

か
せ
ま
す
。

夏
の
間
は
草
を
刈
ら
ず
、
種
が

飛
ん
だ
後
の
秋
に
草
を
刈
り
そ
の

ま
ま
敷
き
草
と
し
て
残
し
ま
す
。
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●お元気クラブ【大宇陀区・菟田野区対象】
日時 ６月12日（木）・27日（金）
午後１時30分～３時15分（受付：午後１時～１時30分）
場所 大宇陀保健センター
内容　体操・創作・ゲーム・茶話会
対象 介護保険サービスを受けていない虚弱老人
申込先 大宇陀保健センター（183‐2255）へ

●はつらつ料理教室【全区対象】
日時 ６月24日（火）
午前10時～12時30分（受付：午前9時30分～10時）
場所 大宇陀保健センター（調理室）
内容　高齢者のための食事のお話と調理実習
対象 おおむね65歳以上で、一人暮らしや高齢者世帯の方
参加費 300円（材料代）
申込先 大宇陀保健センター（183‐2255）へ

●母親教室【全区対象】
日時・内容
①７月４日（金） 妊娠中の日常生活・妊婦体操・妊娠中の口
腔ケア、絵本について
②７月11日（金） 妊娠中・産後の食事、調理実習
③７月19日（土） 赤ちゃんのお風呂の入れ方、先輩ママ・
パパの体験談
※時間はいずれも、午後1時～3時30分です。（２回目のみ、
午前9時30分～11時30分です。）
場所　榛原保健センター
対象　妊娠３～８カ月の妊婦とその配偶者
持ち物　母子手帳、筆記用具、②はエプロン、三角きん、タ
オル

申込先　室生ぬく森の郷（192‐5220）・大宇陀保健センタ
ー（192‐5220）

■教室

　　6月の保健カレンダー

対象 種類 実施日 対象者 場所 受付時間

大宇陀
菟田野

三種混合
（DPT）

10日（火） ３カ月～90カ月未満の児 大宇陀保健
　　センター

午後１時～１時50分

榛　原
室　生

三種混合
（DPT）

11日（水） ３カ月～90カ月未満の児 榛原保健
　　センター

BCG 17日（火） ３カ月～６カ月未満の児

■予防接種

対象区 種類 実施日 対象 場所 受付時間

大宇陀
菟田野

乳児健診 平成20年1月～2月生まれの児
平成19年7月～8月生まれの児

菟田野
　保健センター 　午後１時～１時50分

４～５カ月児
健康診査

平成20年１月～2月生まれ
の児

榛　原
室　生

10～11カ月児
健康診査

18日（水）

26日（木）

25日（水）

平成19年７月～８月生ま
れの児

室生ぬく森の郷 　午後１時30分～
　　　　　　２時30分

２歳児
歯科健康診査

24日（火） 平成18年３月～５月生ま
れの児

■健康診査

●ぬく森サロン【室生区対象】
日時 6月13日（金）・20日（金）・27日（金）
午前11時～午後3時30分
場所　室生ぬく森の郷
内容　竹植木鉢でハーブを植えよう。和紙を使って壁飾り。
対象　介護保険の認定者になっていない高齢者
申込先　室生ぬく森の郷（192‐5220）

●宇陀市食生活改善推進員養成講座
生涯健康な生活を送るために、食事は非常に重要になっ

てきます。
そこで、食生活に関する知識や技術を身につけ、国民の

健康づくり地方推進事業により食に関するボランティア活
動を行う宇陀市食生活改善推進員養成講座を実施します。
期間 ７月～12月（月１回で全6回）
※第１回は７月3日（木）です。
場所　宇陀市内保健センター
内容　●組織活動・国民の健康状況と生活習慣病予防・健
康日本21 ●食育・食品衛生と食環境保全・身体活動
と運動・調理実習　●10単位、20時間程受講

※初回から５回続けて受講された方には、最終回に修了証
書を交付します。

対象　●食生活や健康づくりの正しい知識を取得し、修了
後地域でボランティア活動をする熱意のある女性
●全講座に出席できる方
定員　20人（定員になり次第締め切ります）
申込先　6月6日（金）～13日（金）までに、室生ぬく森の郷
（192‐5220）・大宇陀保健センター（192‐5220）

◆受講生募集◆

◆献血にご協力ください◆
一人でも多くの方の献血をお願いします。
◆６月９日（月）午前10時～12時30分［菟田野地域事務
所］／午後1時30分～3時30分［宇陀市中央公民館（大宇陀区）］



◎子育てひろば
話をしても、遊んでも、身体を休めてもいい、自由なとこ

ろです。親子連れはもちろん、年齢・性別を問わず、どなた
でも大歓迎です。
開催日 月・火曜日　午前9時～午後2時
◎ぴよぴよルーム
支援センターってどんなところ？って思っておられる方、

初めて方優先の日です。
開催日 金曜日　午前9時～午後２時
◎ぞうさん教室
民生児童委員の女性の方が企画した親子遊びや親同士・子

ども同士の交流、季節に合わせた遊びなどを実施します。希
望に応じて、子どもの発達相談などを行います。
開催日 ６月19日（木） 午前10時～11時
対象　未就園児とその保護者
場所　菟田野保健センター
内容　「むし歯予防の話」
持ち物　はぶらし、コップ、タオル
申し込み 菟田野保育所まで、電話で申し込みください
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◎子育て支援室開放日
開放日は、市内在住の方ならどなたでも参加できます。親

子でお友達をつくり、楽しく子育てしましょう。
開放日時　６月10日（火）・23日（月）・26日（木）

午前９時30分～11時30分
場所　大宇陀幼児園　子育て支援室

◆大宇陀子育て支援室（183‐3511）

◆菟田野子育て支援センター　（184‐3586）

◎子育て支援室開放（場所：旧伊那佐幼稚園）
開放日時　火・水・木曜日（ただし、６月５日（木）、10日

◆榛原子育て支援センター（182‐1555）／
榛原北保育園（182‐1143）

大宇陀
菟田野

セット健診
がん検診

４日（水）
５日（木）
26日（木）

【特定健診】
40～74歳の国民健康保険被保険者
【がん検診】
胃・大腸・肺がん検診…40歳以上の方
肝炎ウィルス検診…40～70歳の未検査の方
前立腺がん検診…50歳以上の男性男性

大宇陀
保健センター 午前８時30分～

　　　　９時30分
13日（金）
16日（月）

女性の
　　がん検診

23日（月） 乳がん検診…40歳以上の女性
子宮頸部がん検診…20歳以上の女性

菟田野
保健センター

菟田野
保健センター

通知した時間にお
越しください。

７月２日（水） 大宇陀
保健センター

30歳代女性の
健康診査

30日（月） 20年度末で30代の女性 大宇陀
保健センター

午前９時～
　　　　９時30分

対象区 種類 実施日 対象 場所 受付時間

■健康診査（成人）

※すべて、すでに健（検）診の申し込みをされている方が対象です。

（火）、11日（水）、18日（水）、24日（火）、25日（水）は除
く） 午前９時～午後２時

◎さくらんぼひろば
子育て中の友だちづくり、情報交換、親子触れ合いの場と

して、「さくらんぼひろば」を実施します。希望に応じて子
どもの発達相談や身体測定などを行います。
対象 生後６カ月～未就前までの乳幼児とその保護者
開催日時　毎月第３水曜日（変更あり）
６月は18日（水）午前10時～11時30分です。
場所　旧伊那佐幼稚園
定員　先着20組程度
持ち物　水筒、タオル、替えおむつ、着替え
申し込み　６月９日（月）から榛原北保育園（土・日曜日を
除く午前９時～午後４時）で電話にて受付

月の内容 「食事について」

★園庭開放（場所：榛原北保育園）
園庭を開放します。気軽に遊びに来てください。
開放日 毎月第１土曜日　午前９時～11時30分（雨天中止）

☆祝４カ月記念☆
おしゃべり大好き、おませさん
我が家の家宝『華帆CHAN』です★

峯
野
華
帆
ち
ゃ
ん
（
０
歳
４
カ
月
）

﹇
大
宇
陀
区
小
附
﹈〈電話利用について〉

①火・水・木曜日の午前9時～午後2時→182‐1555
（旧伊那佐幼稚園）
②①以外の場合または、かからない場合→182‐1143
（榛原北保育園）



◆
基
本
目
標

１
　
男
女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く
り

男
女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く
り
に
向
け

て
、
情
報
提
供
の
充
実
や
男
女
平
等
教
育

の
推
進
等
に
努
め
ま
す
。

２
　
男
女
の
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り

人
権
尊
重
意
識
の
高
揚
と
と
も
に
暴
力

を
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
や
生
涯
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
等
を
進
め
ま
す
。

３
　
男
女
が
と
も
に
支
え
合
う
家
庭
づ
く
り

男
女
が
育
児
や
介
護
を
分
か
ち
合
う
な

ど
、
家
庭
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
進

め
ま
す
。

４
　
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
地
域
づ
く
り

自
治
会
活
動
等
に
男
女
が
平
等
に
参
画

で
き
る
よ
う
、
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
を
進
め
ま
す
。

５
　
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

一
人
ひ
と
り
の
働
く
意
思
を
尊
重
し
、
そ

の
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
職
場

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
進
め
ま
す
。

６
　
だ
れ
も
が
参
画
で
き
る
環
境
づ
く
り

施
策
・
意
思
決
定
の
場
に
だ
れ
も
が
参
画

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、

社
会
的
に
不
利
な
立
場
に
あ
る
人
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
も
充
実
に
努
め
ま
す
。

毎月１１日は 
「人権を確かめあう日」です 
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「
宇
陀
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」

私
た
ち
は
パ
ー
ト
ナ
ー

〜
女
性(
ひ
と)

と
男
性(

ひ
と)

輝
く
宇
陀
の
未
来
づ
く
り
〜
　

が
で
き
ま
し
た

男
女
が
性
別
に
か
か
わ
る
こ
と
な
く
、

家
庭
・
地
域
・
学
校
・
職
場
の
そ
れ
ぞ
れ

の
場
で
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、「
宇
陀
市

男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
内
容
の
概
要
に
つ
い
て
、
今
月
よ

り
数
回
に
わ
た
り
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

な
お
、
宇
陀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
人
権

啓
発
　
男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー
）
に
お

い
て
「
宇
陀
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」

「
宇
陀
市
男
女
共
同
参
画
計
画
　
概
要
版
」

の
全
文
を
掲
載

し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

宇
陀
市
男
女
共
同
参
画
計
画

（
概
要
）
①

◆
宇
陀
市
が
め
ざ
す
男
女
共
同
参

画
社
会
と
は

家
庭
で
は

・
一
人
ひ
と
り
が
家
族
の
一
員
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
協
力
す
る
こ
と
で
豊
か
で
充
実

し
た
生
活
を
め
ざ
し
ま
す
。

・
男
女
と
い
う
性
別
に
関
係
な
く
、「
そ
の

人
ら
し
さ
」
を
大
切
に
し
た
家
庭
生
活
を

め
ざ
し
ま
す
。

・
男
女
と
も
に
積
極
的
に
家
事
・
育
児
・

介
護
な
ど
を
行
い
、
喜
び
も
苦
労
も
分
か

ち
あ
え
る
家
庭
生
活
を
め
ざ
し
ま
す
。

地
域
で
は

・
互
い
に
一
人
ひ
と
り
の
考
え
方
や
行
動

を
尊
重
し
ま
す
。

・
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
や
方

針
決
定
の
場
に
、
男
女
が
と
も
に
参
画
し
、

豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
を
め
ざ
し
ま
す
。

・
男
女
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
へ
の
積
極
的
な
取
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

職
場
で
は

・
仕
事
、
家
庭
、
地
域
活
動
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
生
活
を
お
く
れ
る
環
境
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
。

・
募
集
、
採
用
や
昇
進
、
配
置
、
賃
金
な

ど
で
男
女
格
差
が
な
く
な
り
、
個
性
、
能

力
、
意
欲
な
ど
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

・
妊
娠
、
出
産
、
更
年
期
な
ど
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
管
理
の
支
援
を

推
進
し
ま
す
。

学
校
で
は

・
男
女
と
い
う
性
別
に
関
係
な
く
、
自
分

ら
し
さ
や
個
性
が
大
切
に
さ
れ
る
環
境
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

・
子
ど
も
た
ち
が
互
い
の
性
を
含
む
個
性

を
尊
重
し
、
協
力
し
あ
え
る
環
境
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
。

・
個
人
の
自
主
性
に
も
と
づ
く
進
学
、
就

職
な
ど
の
進
路
選
択
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。

◆
計
画
の
概
要

●
計
画
策
定
の
趣
旨

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
の
身
近
な
状
況
を
み
る
と

き
、
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
を
は
じ

め
、
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
参
画
、

職
場
に
お
け
る
能
力
の
発
揮
、
男
女
間

の
暴
力
な
ど
、
意
識
や
慣
習
の
面
に
お

い
て
、
い
ま
だ
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
、
男
女
が
性

別
に
か
か
わ
る
こ
と
な
く
、
家
庭
・
地

域
・
学
校
・
職
場
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場

で
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
「
宇
陀
市

男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

●
計
画
の
期
間

本
計
画
の
期
間
は
、
平
成
20
年
度

（
２
０
０
８
年
度
）か
ら
平
成
29
年
度（
２
０

１
７
年
度
）ま
で
の
10
か
年
と
し
ま
す
。

●
計
画
の
理
念

私
た
ち
は
パ
ー
ト
ナ
ー

〜
女
性(

ひ
と)

と
男
性(

ひ
と)

輝
く

宇
陀
の
未
来
づ
く
り
〜（

次
月
号
に
続
く
）



相談を希望される方は、年金手帳または年金証書と
印かんをご持参のうえお越しください。

６月1８日（水）午前９時～午後4時
市役所　211会議室

Y保険年金課（182-3672）
場所
日時

『宇陀市ホットニュース』相談・みんなの掲示板
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■「初夏の山野草展」開催
長い冬眠から覚め、新緑の植物活動

期にあわせて本年度の展示会を行いま
す。宇陀地方の季節の花・斑入り植物、
石付け、苔玉、寄植などを計画してい
ます。皆さまのお越しを歓迎します。
日時　6月14日（土）・15日（日）午前
10時～午後5時（2日目は、午後3時終
了） 場所　榛原分館
Y大門方（182‐2586）
■国立曽爾青少年自然の家　ボランテ
ィア募集
国立曽爾青少年自然の家では、事業

運営に関わる学生ボランティアを募集
しています。あなたの力を子どもたち
との活動に生かしてください。まずは、
お電話ください。
【ボランティアになるために…】
まず、研修プログラムがあります。

研修を経て、自然の家ボランティアに
登録され、活動の際には食費相当額や
旅費が支給されます。

Y国立曽爾青少年自然の家（10745
‐96‐2121）
■第34回要約筆記奉仕員養成講座
（県委託事業）
コースと日程　【各コース共通】6月
14日・21日・28日、7月5日・26日、
10月4日（各土曜）午後1時30分～4時
30分　【手書きコース】7月19日、8
月2日・23日・30日、9月20日・27日
（各土曜）午後1時30分～4時30分
【パソコンコース】8月2日・30日（各
土曜） 午前10時～午後1時／7月12
日、8月9日、9月13日（各土曜）午後1
時30分～4時30分／9月28日（日）午後
1時30分～4時30分　会場 県心身障
害者福祉センター　募集人員 手書き
コース（30人）、パソコンコース（20人）
条件 パソコンコースは、ノートパソ
コンを持込み、１分間に70文字以上入
力できること　費用 教材費　2,000
円　申込方法 はがきまたはFAXで6
月10日（火）までに、住所、氏名、年齢、

電話番号、FAX、希望コースを明記の
うえ、〒636‐0012 北葛城郡王寺町
本町４丁目15‐26 上田方まで
Y西野方（10745‐77‐7712）
■この夏も、蛍の夕べで会いましょう
日時　6月21日（土）午後4時～9時　場
所　高井生活改善センター（榛原区高
井） 内容 ○親子・グル－プでホタル
の生態学習　○講師の方のお話（午後４
時～６時）○軽食（有料）・アトラクシ
ョン（午後6時～7時30分）○ホタル
の観賞（午後7時30分～9時） 参加費
無料　持ち物 目の細いアミ、小さな
バケツ、長ぐつ　
Y千年大志会 稲森方（182‐1101）
■地域の小学校に児童図書を贈ろう
家庭に眠る本を地域の小学校に贈る

運動に参加しませんか。子どもたちに
読書を通じて感性豊かな思いやりのあ
る人に育ってもらうため、家にある不
要となった児童図書を寄贈しません
か。皆さんのご協力をお願いします。
募集期間 7月11日（金）まで　募集場
所 県内の奈良日日新聞取扱販売店
募集図書 小学校1～6年の児童図書
Y奈良日日新聞社内、「図書を贈る運
動」事務局（10742‐25‐0001）

毎週水曜日　午前９時～11時
HIV抗体迅速検査（約１時間で結果がわかり

ます）・相談（検査は、匿名・無料でできます）
桜井保健所

※予約不要。不安なことがあって３カ月が経過してい
ること。
Y桜井保健所（10744‐43‐3131）

場所

内容
日時

◆振り込め詐欺にご注意を！！◆「お金を振り込んで」と言われたら、まず相談！

【問】振り込め詐欺にはどんな種類があるのです
か？
【答】「オレオレ詐欺」…借金の返済や、交通事故、
痴漢行為などの示談金名目で、子どもや孫、弁護士
や警察官を装って現金を振り込ませようとする。
「架空請求詐欺」…団体を装って有料サイトの料金
を振り込ませようとする。
「融資保証金詐欺」…ダイレクトメールや電子メー
ル、雑誌広告などを使って融資を勧誘し保証金や登
録料の名目で現金を騙し取るなどがあります。
また、最近は、社会保険庁職員や市役所職員を装

った者が、個人の家を訪れ「年金の還付手続きをす
る」などと言って、暗証番号を聞き出した後に、キ
ャッシュカードを騙し取るという、新手の振り込め
詐欺が発生しています。

【問】振り込め詐欺に遭わないためには、どうすれ
ばいいのですか？
【答】振り込め詐欺の手口は日々変化しています。
これまでの手口としては、テレビのデジタル放送

化や、社会保険庁の年金問題を口実とした振り込め
詐欺などが発生していますが、今後は「後期高齢者
医療制度」を口実とした振り込め詐欺などの発生も
予想されます。
しかし、正規の役所や普通の会社が電話で現金の

振り込みを要求することは絶対にありません。
電話で「お金を振り込んで」と言われたら、現金

を振り込む前に、まず警察や市役所に相談してくだ
さい。
Y警察相談窓口（＃9110）または、宇陀警察署
（182‐0110）

県下では、本年に入って123件の振り込め詐欺事件が発生し、被害総額は約１億７千万円にのぼ
っています（４月末現在）。

年金出張相談 保健所のHIV抗体検査・相談



『宇陀市ホットニュース』相談コーナー
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◆ 6月10日（火）・24日（火） 午前9時～12時
榛原分館

◆ 6月11日（水） 午前9時～12時
室生振興センター

◆ 6月16日（月） 午前9時～11時45分
大宇陀体育館

◆ 月～金曜日（祝日を除く） 午前８時30分～午
後5時15分

市社会福祉協議会
Y市社会福祉協議会（184‐4116）
場所

日時
場所
日時
場所
日時
場所
日時

◆ 6月4日（水） 午前9時～12時
菟田野人権交流センター

◆ 6月11日（水） 午前9時～12時
室生振興センター

◆ 6月18日（水） 午前9時～12時
宇陀市役所

Y人権相談（人権施策課　182-2147）
行政相談（総務課　182-1302）

場所
日時
場所
日時
場所
日時

ご家族、保護者、ご本人のご相談を個別に受けさせ
ていただきます。

6月11日（水） 午後2時～5時
市役所（211会議室）

名張市、橿原市、桜井市、香芝
市、大和郡山市（詳しくは、神須学園まで）

Y若者サポートステーション神須学園（192-5570）
または、商工観光課（182-2457）

市以外の相談場所
場所
日時

弁護士よる福祉専門相談を行います。相談を受ける
場合、事前に申し込みが必要です。
◆ 6月18日（水） 午前10時～12時

市社会福祉協議会
6月10日（火）〈先着2件のみ〉

◆ 7月23日（水） 午前10時～12時
市社会福祉協議会

7月15日（火）〈先着２件のみ〉
Y市社会福祉協議会（184‐4116）
申込締切日
場所
日時
申込締切日
場所
日時

６月１日は「人権擁護委員の日」です
「育てよう　一人一人の　人権意識　～思いやりの心・かけがえのない命を大切に～」

◆人権擁護委員を紹介します◆（平成20年6月1日現在／順不同・敬称略）
市では、法務大臣から委嘱された17人の人権擁護委員が活動されています。地域住民の人権相談に応じた

り、より多くの方々に人権について関心を持ってもらえるように啓発活動を行っています。
安達暉夫（大宇陀区下中）、石増憲治（大宇陀区牧）、泉岡参治（大宇陀区内原）、中谷幸千代（大宇陀区口今井）、中井陽子
（大宇陀区守道）、葛城芳樹（菟田野区下芳野）、竹田浩人（菟田野区平井）、中尾輝子（菟田野区宇賀志）、＊眞嶌大惠（菟田
野区古市場）、貝田マサコ（榛原区桧牧）、西浦靖明（榛原区赤瀬）、森岡秀伍（榛原区栗谷）、山口勝（榛原区柳）、
北森芳昌（室生区三本松）、野田佐十郎（室生区向渕）、＊平野悦子（室生区田口元角川）、＊福井徳男（室生区染田）
＊の委員は、平成20年6月30日で任期満了となります。

6月1日は、人権擁護委員法が施行された日です。
昭和23年に、まず政令に基づいて人権擁護委員制度
が設けられ、翌24年6月1日に人権擁護委員法が施
行されました。これにより、地域住民の中にあって
国民の基本的人権を擁護する機関である人権擁護委
員制度が誕生しました。
法務省と全国人権擁護委員連合会では、国民一人

ひとりが主体的に豊かな人権意識を育てていくよう
な啓発活動を積極的に展開しています。また、平成

20年度は、世界人権宣言が採択されてから60周年
を迎えます。
宇陀市においても「人権擁護委員の日」にちなんで、
人権擁護委員による人権相談を次のとおり行います。

◆ 6月2日（月） 午前9時～午後3時まで
宇陀市役所（212会議室）

◆ 6月16日（月） 午前9時～12時
大宇陀体育館和室場所

日時
場所
日時

人権相談・行政相談

若者自立のための無料相談会

心配ごと相談

弁護士による福祉専門相談

悪徳商法などに関する無料相談窓口を開設していま
す。気軽にお越しください。

6月2日･9日･16日、23日、30日（毎週月曜
日）午後1時～4時

市役所　211会議室
182-2457

※専門員の都合により、中止となる場合があります。
Y商工観光課（182-2457）

受付電話番号
場所

日時

消費者相談窓口

精神科医による専門相談（家族に認知症がでてきた、
問題行動があるなど）を行います。相談を受ける場合、
事前に申し込みが必要です。

6月16日（月） 午後2時～4時
市社会福祉協議会

6月9日（月）〈先着2件のみ〉
Y市社会福祉協議会（184‐4116）
申込締切日
場所
日時

精神科医による専門相談
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日時　７月12日（土）午後1時30分～3時30分
場所　市中央公民館（大宇陀地域事務所前）
対象　市内在住の20歳以上の方（定員50名）
内容　平成21年までに始まる裁判員制度につい
て

講師　奈良地方検察庁
受講料　無料
申込方法 ６月25日（水）までに、はがき・電
話・ＦＡＸのいずれかの方法で、〒633-
2165 大宇陀区中庄202 市中央公民館へ申
し込みください〈休館日：木曜日、祝祭日〉

Y市中央公民館（183‐0551・583‐1027）

今日の地域社会や私たちのくらしの変化によって起こ
る課題などをふまえ、自らの人権意識を高め、すべての
人が互いに共存できる豊かな地域社会づくりをめざして
開催します。

市民の皆さんをはじめ、関係機関や団体の方々に関心
を寄せていただき、学びの場として受講してください。

下表参照
Y人権教育室（184‐347４）
開催日・内容

『宇陀市ホットニュース』募集

★裁判員制度について★
～もしもあなたが選ばれたら～

「2008年度　人権セミナー」に多数ご参加ください

講師内容 場所開催日時

８月２日（土）
午後２時～

６月14日（土）
午後２時～

「精神障害のある人たちへの支援のありか
た」

「身の周りを考える」
もうちょっとがんばろか

吉川郁子さん
（社会福祉法人「萌」ソーシャルワーカー）

北川　進さん

榛原総合
センター

菟田野分館い
きいきホール

９月1日（月）
午後２時～

「人が支え合って生きる地域づくりをめざ
して」

出口康夫さん
（デイサービスにこにこ理事長）

菟田野地域
事務所

10月16日（木）
午前10時～

「奈良・室生の人権スポットを訪ねて」
講演・現地研修

県同和問題関係史料センター職員 室生人権交
流センター

１月14日（水）
午後２時～

「いのちの大切さについて」
あなたはひとりじゃない

植村圭子さん
（奈良いのちの電話協会理事長）

大宇陀分館
講座室

団体名　室生国際交流村実行委員会
会員数　ホストファミリー引受家族（約20世帯）、
支援ボランティア数（約40名）
活動内容
2005年から室生区を中心に、米国（コロラド州）

に本部を置く特定非営利活動法人アップウィズピー
プル（UWP）の若者をホームスティとして受け入れ
をしてきました。2007年より、UWPの日本国内ツ
アーがなくなったことから、新たにワールドキャン
パスインターナショナル（WCI）の設立に参加し、
引き続き同団体の受け入れを始めました。
滞在約10日間のホストファミリーの募集、受け入

れプログラムの企画・運営など行い、2005年から
の総数は世界約30カ国以上から、約200名以上の若
者が宇陀市を訪れ、90家族以上がホストファミリー
として支えてくれています。
大都市では味わうことのできない自然の豊かさ

や、人情あふれる“もてなしの心”を海外に発信し
ようと活動を続けています。
連絡先　会長　北森方　（192‐3629）

市民活動団体を紹介します（企画課）

「わかちあう　仕事も　家庭も　喜びも」
（平成20年度男女共同参画週間標語）

「男性は仕事　女性は家事・育児」といった固
定的な性別役割分担意識をなくし、男女（みんな）
がお互いにその人権を尊重しつつ、喜びも責任も
分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能
力を十分に発揮することができる「男女共同参画
社会」を実現させましょう。

Y人権施策課（182‐2147）

６月23日～29日は
「男女共同参画週間」です

アスベスト改修工事が完了しました。
市民の皆さまには大変ご迷惑をおかけしました。
今後も、これまで以上のご利用をお願いします。
申請場所　農林課

Y農林課（182‐3679）

６月1日から農林会館が使用できます
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県内各市の話題をお届けする情報
番組「いきいきタウン」は、奈良テ
レビ放送しています。
○毎週土曜日：午後10時10分～10
時25分　○毎週日曜日：午前10時
55分～11時10分（再放送）に放送。
※放送時間は変更になる場合がありますの
で、新聞のテレビ欄などでご確認ください。

Y秘書広報課（182-3912）

「いきいきタウン」放送中

「キンボール」は、1986年カナダで生まれたスポ
ーツで、大きなボール（直径122㎝、約1㎏）を使っ
て、1チーム4名の3チームでプレーするスポーツです。
年齢、性別に関係なくどなたでも楽しむことができま
すで、気軽にご参加ください（１名での参加も可）。

6月22日（日） 午前8時30分～11時30分
菟田野区「農林センター」（菟田野地域事務所横）

6月20日（金）までに、住所、氏名、電話
番号を記入のうえ、生涯学習課まで（FAX可）

市体育指導委員会
※当日、囲碁ボールなどのスポーツ講習会も行います。
Y生涯学習課（184‐3473／584‐4089）

主催

申込方法
場所
日時

昭和62年4月2日～平成3年4月1日生ま
れの方

高等学校卒業程度
6月24日（火）～7月1日（火）

〈郵送の場合、7月1日までの通信日付印有効〉
人事院近畿事務局　〒553‐8513

大阪市福島区福島１‐１‐60（106‐4796‐2191）
第1次試験：9月7日（日）教養試験、

適性試験、作文試験　第2次試験：10月16日（木）
～10月23日（木）の指定する日　人物試験、身体
検査

第1次試験：京都、大阪、奈良市他　第2次
試験：第1次試験合格通知書で通知

約55名（近畿地域）
※詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.
go.jp）「採用案内」をご覧ください。
Y桜井税務署総務課（10744‐42‐3501）

採用予定数

試験地

試験日・内容

申込書提出先

受付期間
試験の程度

受験資格

11月から開局する自主放送を、住民の皆さんにより
身近に感じていただくため宇陀市自主放送局の愛称を
募集します。皆様からの応募をお待ちしています。

6月1日～6月30日（6月30日必着）
●覚えやすく、誰からも親しまれやすい

もの　●文字数は10文字以内とします
はがきまたは、封書で、自主放送局愛称

「○○○」、住所、氏名、電話番号、応募作品の簡
単な説明（名前の由来など）を記入のうえ、〒
633‐0292 榛原区下井足17番地の3 情報シ
ステム課へ（直接持参またはFAX可）

選考委員会により採用作品を選定します
広報「うだ」にて後日発表
●採用作品の著作権は、宇陀市に帰属し、

作品はお返しいたしません。 ●応募作品は、自
作で未発表かつ発表予定のないもので、1名様に
つき1点。

Y情報システム課（182‐2121／582‐3900）

注意点
発表方法
選考方法

応募方法

応募内容
受付期間

聴覚障害者などの福祉向上のため、日常会話に必要
な基本的な手話を学んでみませんか。

7月5日～12月13日までの毎週土曜日
（計23講座） 午前9時30分～11時30分（ただ
し、8月16日は休み）

市役所（会議室）
市内在住・在勤・在学の方で、手話ボランテ

ィアに興味のある方
20人（先着順）
無料（テキスト代1,200円は自己負担）
6月9日（月）～20日（金）までに、福祉課

へ（申込者が少ない場合は、講座を中止する場合
があります。）

最終受講日には、修了書をお渡しします
（受講回数8割以上）

Y福祉課（182‐2236）

その他

申し込み
受講料
定員

対象
実施場所

実施期間

『宇陀市ホットニュース』募集

手話奉仕員養成講座（入門過程）参加者募集

「キンボール講習会」参加者募集

６月１日～７日は
第50回水道週間です

「ただいまァー
蛇口ひねって　水ゴクリ」
（平成20年度スローガン）

自主放送の愛称募集

社会生活に必要な文字の読み書きの習得と、なかま
とともにより豊かな生き方を願う方を対象に「識字学
級」を開催しています。

【室生区】（4月～翌年3月）第1・3の金曜日　午前9時
～11時（西谷蕨集会所）／第1・2・3の火曜日　午後
7時～8時30分（無山老人憩いの家）
【大宇陀区】（6月～12月）毎週水曜日　午後1時～3時

開催日時・場所

識字学級受講生募集

（大宇陀人権交流センター）
市内に住む成人
教材費

Y人権教育室（184‐347４）
費用
対象

税務職員募集
（平成20年度国家公務員採用Ⅲ種（税務）試験）

市県民税（全期・第１期）の納期限は
６月30日（月）です。

税金は納期限内に納めましょう。
※納付、口座振替に関するお問い合
　わせは収納課（182-1352）へ



『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

大宇陀区、菟田野区、榛原区の、市街化区域内に農地をお持ちの皆さまへ

市制施行にともない、宇陀市は三大都市圏の「特定
市」（注１）になりました。特定市になると、市街化区
域内にある農地は『宅地化する農地』と『保全する農
地』に区分することになります。この区分に応じて、
市街化区域農地の固定資産税の取り扱いが変わります。
宇陀市の市街化区域農地の固定資産税については、

『保全する農地』については､都市計画上の制度と

して『生産緑地地区』の指定を受けていただくことに

なります。ただし、指定を受けるには、一団の農地の

面積が500㎡以上であることや原則的に農地として30

年間営農を継続していただくことなど、一定の要件を

満たす必要があります。

この区分する農地の選択をしていただくにあたり、

「市街化区域農地の税制度と生産緑地についての説明

会」を、右記のとおり開催いたします。

対象となる方は、大宇陀区・菟田野区・榛原区の市

街化区域に農地を所有している方とその関係者の方で

す。対象となる方については、６月中旬に郵送により

説明会の通知をさせていただきます。
Y都市計画課（182‐5624）

農地が

市 街 化 区 域

にあれば

宅地化する農地

保全する農地
（生産緑地地区）

宅地並み課税（注２）
になります

これまでの農地に準じた課税から

農 地 課 税 になります

農地が、市 街 化 区 域 以 外 にあれば
今までどおりの
農 地 課 税　です

（注２）宅地並み課税は、
合併後５年間これ
までどおり農地に
準じた課税

６～９年目
宅地並み課税
（緩和措置あり）

１０年目以降…
宅地並み課税

合併特例法により合併後５年間は従来どおりの課税と
なっていますが、その後は下記の図のとおりとなりま
す。
（注１）三大都市圏の特定市とは、首都圏・近畿圏・中部圏
の既成市街地、近郊整備地帯などに所在する市をいいます。
奈良県については、全市が特定市に指定されています。

（注）説明会は、すべて同じ内容ですので、ご都合のつ
く日時に最寄りの会場へご出席ください。

まもなく梅雨に入り雨が多くなる季節です。
この時期は、地盤が緩み、土砂災害が発生しやすくなります。
被害を最小限に抑えるためにも、一人ひとりが気象情報に注意して、日頃から避難経路や避難場所などを

確認し、危険な前ぶれを感じたら、早めに避難するようにしましょう。

6 月　は　土　砂　災　害　防　止　月　間　で　す

がけ崩れ
○がけから小石が落ちてくる。
○がけに亀裂が入る。
○がけからの水が濁る。

こんな前ぶれに注意しましょう
地すべり

○地面にひび割れができる。
○沢や井戸の水が濁る。
○斜面から水がふき出す。

土石流
○山鳴りがする。
○雨が降り続いているのに、川の
水位が急に減り始める。
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Y危機管理室（182‐1304）



LD（学習障害）
全般的な知的発達に遅れはないものの、聞く、

話す、読む、書く、計算するなどさまざまな能力
のうち、ある特定のことが極端に苦手です。
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『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

発達の気になるお子さんの相談窓口を紹介します

「落ち着きがない」「友達とトラブルが多い」「コミ
ュニケーションがうまくとれない」などの様子が見ら
れるお子さんの中には「発達障害」と呼ばれる子ども
がいます。それは性格や子育ての仕方に原因があるわ
けではなく、脳の機能がうまく働かないなどの場合が
あることがわかってきました。
市では、保健・医療・福祉・教育などの関係機関が
連携し、発達が気になるお子さんを早期に発見し、継
続的に支援できる体制づくりに取り組んでいます。
「発達障害」には主に次のような特徴があります。

障害かどうかを判断することは専門家でなければ難し
いとされています。気になる問題がある場合に安易に発
達障害だと判断することがないよう注意が必要です。
お子さんの発育・発達について心配なことや困った

ことがあれば、一人で悩まず窓口へご相談ください。
Y福祉課（182‐2236）

ADHD(注意欠陥多動性障害)
年齢や発達の段階と比べて不釣合いなくらい注
意力がなかったり、落ち着きがなかったり、衝動
的であったりするなどの特徴があり、社会的な活
動や学習に支障をきたします。

自閉症
他人と社会的な関係をつくることが苦手、言葉の
発達の遅れ、興味や関心が狭く特定のものにこだわ
るという特徴があります。
そのうち、知的発達の遅れを伴わないものを「高
機能自閉症」、また、知的発達の遅れを伴わず、か
つ言葉の遅れも伴わないものを「アスペルガー症候
群」といいます。

その他　県内の主な相談機関
○奈良県総合リハビリテーションセンター
（10744‐32‐0200）
○奈良県中央子ども家庭相談センター
（10742‐26‐3788）
○奈良県発達障害支援センター　でぃあ～
（10742‐62‐7746）

健康増進課
82-3692

医療機関

学校教育課

福祉課
82-2236

84-3472

福祉課

●療育手帳等に関すること
●福祉サービスの利用に関すること
●特別児童扶養手当等に関する相談

家庭児童相談室（82-3250）

●子育てに関する相談
●子どもの生活環境に関する相談

幼稚園・小学校・中学校

●入園・入学に関する相談
●特別支援教育の推進

保育所
子育て支援センター

●入所に関する相談
●一時保育事業
●障害児保育事業
●子育てに関する相談
●親子教室の実施
●交流の場の提供　　　

宇陀市立病院（82-0381）
●専門の医療や療育機関の紹介

大宇陀保健センター（83-2255）
福祉保健交流センター（92-5220）
●発育・発達に関する相談
●乳幼児健診、発達支援の教室等の

●心理発達相談
●専門の医療や療育機関の紹介　

実施

【市内相談窓口】

平成２０・２１年度宇陀市体育指導委員を紹介します
体育指導委員は、社会的信望がありスポーツに関す
る深い関心と理解を持ち、必要な熱意と能力を持つ者
の中から、教育委員会が委嘱することとなっています。
また委嘱された委員により「市体育指導委員会」を構
成し、住民からの求めに応じてスポーツ大会の開催や
実技指導等住民の健康増進やスポーツの振興のために
日々活動されています。
Y生涯学習課（184‐3473）

（大宇陀区）森口 博司、栗林 彰弘、笹岡 照代、
関戸 成康、西岡 美奈

（菟田野区）小泉 眞吾、扇谷 哲也、田口 奈津
（榛原区）久保田 廣次、高見 喬宏、谷本 紀子、
南尾 公子、向井 浩、米田 友厚、土肥 桂子、
福住 昌彦、井手 充

（室生区）勝山 充員、林 英實、奥出 佳子
（敬称略）
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情報公開制度と個人情報保護制度の運用状況をお知らせします

市では、市が保有する行政文書を市民のみなさんか
らの請求に応じて開示し、市政への市民参加の推進と
信頼を深め、より開かれた市政運営を目指して情報公
開制度を設けています。
平成19年度における情報公開制度の利用状況につい
て、開示請求の件数は35件でした。なお、開示決定等
に対する異議申立ては、ありませんでした。
また、市の機関が保有する個人情報について、その
適正な取扱いを定め、個人の権利利益を保護すること

を目的として、平成19年４月から個人情報保護制度を
設けています。この制度では、市の機関が行う個人情
報の収集や利用・提供など適正な取扱いについて基本
的なルールを定めるとともに、自分に関する情報の開
示請求、訂正・利用停止請求をすることができます。
平成19年度における個人情報保護制度の利用状況に
ついて、開示請求の件数は３件でした。なお、開示決
定等に対する異議申立ては、ありませんでした。
Y総務課（182‐1302）

実施機関 請求件数

市　長 28件　 15件　 11件　 1件　 1件　 ー　

議　会 1件　 ー　 1件　 ー　 ー　 ー　

教育委員会 2件　 1件　 1件　 －　 －　 －　

選挙管理委員
会 3件　 1件　 1件　 ー　 1件　 ー　

農業委員会 1件　 ー　 1件　 ー　 ー　 ー　

合　計 35件　 17件　 15件　 1件　 2件　 ー　

全部開示 部分開示 不開示 不存在

実施機関 請求件数

市　長 3件　 3件　 ー　 ー　 ー　 ー　

合　計 3件　 3件　 ー　 ー　 ー　 ー　

全部開示 部分開示 不開示
取下げ 

不存在

取下げ
決　　定

決　　定

○平成１９年度　情報公開制度の運用状況

○平成１９年度　個人情報保護制度の運用状況

宇陀市ぬくもり修学奨励資金について

宇陀市では、経済的理由により修学困難な生徒に対
して修学奨励を図るため、高等学校や大学などに入学
した人に対して入学支度金「ぬくもり修学奨励資金」
を支給します。
対象・次のすべての要件を満たすもの
① 学校教育法に規定する高等学校、高等専修学校、
高等専門学校、短期大学、大学に、平成20年度に
入学した人
② 宇陀市内に住所がある人で、市民税非課税世帯で
ある人
③ 向学心に富み、将来のまちづくり活動に積極的に
取り組む意欲を持っている人

支給金額
高等学校、高等専修学校・・・・ 6万円
高等専門学校　　　　　・・・・12万円
大学（短期大学） ・・・・12万円

申込方法
申請書に必要事項を記入のうえ、添付書類を添えて
７月10日（木）までに、市教育委員会事務局学校教育
課へ

添付書類
○各学校発行の在学証明書
○平成19年分市民税非課税証明書（発行は6月12日から）
○住民票の写し（世帯全員）
※ 申請書は、宇陀市教育委員会事務局学校教育課（菟
田野地域事務所内）または、宇陀市役所市民課、大宇
陀及び室生の地域事務所地域市民課にあります。
Y学校教育課（184-3472）

日時　6月21日g 午後6時30分～
場所　阿紀神社　能舞台（大宇陀区迫間）※雨天の場
合は、市文化会館

出演　献能：浦田保親（能楽）、茂山七五三（狂言）、
浦田保利（仕舞）【重要無形文化財保持者】

入場料　大人4,000円（当日:5,000円）、中･高校生
2,000円（当日:2,000円）

販売場所　市商工観光課・大宇陀地域事務所･市文化
会館･宇陀商工会大宇陀支所･道の駅宇陀路大宇陀

演目　仕舞:通盛（みちもり）、隅田川（すみだがわ）、
鉄輪（かなわ） 狂言:昆布売（こぶうり） 能楽:
野守黒頭（のもり・くろがしら）

その他　入場は中学生以上に限ります
Yあきの螢能実行委員会（商工観光課内/182-2457）

第16回あきの螢能　開催します



所得変動に伴う調整措置について

23 広報うだ　2008．6

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

税源移譲により、所得税率の変更による税負担の軽
減の影響は受けず、住民税率の変更による税負担の増
加の影響のみを受ける方については、既に納付済の平
成19年度分の住民税額から、税源移譲により増額と
なった住民税相当額を還付します。
所得変動に伴う住民税の還付を受けるためには、申

告が必要となります。
平成19年1月1日現在お住まいの（平成19年度 住

民税を課税した）市区町村へ『平成19年度分市町村
民税・道府県民税 減額申告書』を提出してください。
宇陀市では、この減額措置の対象となる方に、『平

成19年度分市町村民税・道府県民税減額申告書』を
７月初旬にお送りする予定です。 ただし、宇陀市が、
平成19年度と平成20年度の両年度とも住民税を課税
した方に限ります。

所得税所得税

所得税所得税住民税住民税

住　　民　　税住　　民　　税

住　　民　　税住　　民　　税

住民税 所得税

住　　民　　税 所得税

住　　民　　税 所得税
非課税

平成１８年中の所得に
対して課税

平成１９年中の所得に
対して課税

平成１８年（度）

平成１９年（度）

平成１９年（度）

所得変動
がない場合

所得変動
があった
場合

税源移譲で増え
た住民税額
（減った所得税
額）

申告により　還付
税源移譲によって増額となった住民税
相当額が還付されます。

申告期間
平成２０年

７月１日～３１日
まで

平成１９年中に亡くなられた方
や海外へ転出されて平成２０年
１月１日現在国内に居住されて
いない方には、この措置は適用
されません。

※

Y税務課（182‐1306）

◆狩猟免許講習会
【1回目】日時　6月28日g午前9時30分～午後4時
【2回目】日時　10月4日g午前9時30分～午後4時
場所　奈良県農業総合センター　農業交流館２階
（橿原市四条町88番地）

申込受付　講習日の10日前（必着）
◆狩猟免許試験
【1回目】日時　6月29日a午前9時30分～午後4時
【2回目】日時　10月5日a午前9時30分～午後4時
場所　奈良県農業総合センター　農業交流館２階　
（橿原市四条町88番地）

願書受付　試験日の10日前（必着）
※講習会・試験の申し込みは、6奈良県猟友会　
〒630‐8253 奈良市内侍原町6‐1へ

Y6奈良県猟友会（10742‐26‐8125）

狩猟免許初心者講習会・試験のお知らせ有害鳥獣防除ライセンス取得助成事業
市では、有害鳥獣防除ライセンス（狩猟免許）を取

得する方に、助成金を交付する制度を設けています。
希望される方は、申請してください。
目的　防除技術を持つ人物を各地域で育成し、地域
ぐるみで効率的迅速な防除対策を行うため

申請手続　農林課　　　持ち物　印かん
申請申込締切日 第1回目：6月27日f

第2回目：10月3日f

免許試験種別　網、わな、第1種銃猟、第2種銃猟
助成対象者　市内在住者に限る
助成金額　10,000円
※試験に合格後、実績報告書に免許状の写し及び県
狩猟登録の写しを添付して助成金を請求していた
だきます。

Y農林課（182‐3679）

★保養センター美榛苑からのお知らせ★
◆休業のお知らせ◆
６月2日（月）～６月６日（金）
館内の機械整備点検・補修およ

び清掃のため全館臨時休業しま
す。ご了承ください。
※日帰り入浴のご利用もできませ
ん。

◆レストラン榛奈の営業時間の変更◆
６月９日（月）より
平日の営業時間：午前11時～午後４時30
分（午後４時オーダーストップ）
土・日曜日、祝日の営業時間：午前11時～
午後８時30分（午後８時オーダーストップ）
※平日の午後２時からは、限定メニューと
なります。

お子さんの写真を広報「うだ」に
掲載してみませんか。
お子さんの写真と住所、氏名（ふ

りがな）、年齢、一言メッセージ
（40字程度）及び問合せ先を記入の
上、秘書広報課まで郵送または持参
してください。

わが家のアイドル募集



◆楽しむアート特別講座

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

広報うだ　24

室生区下田口1112（193‐4400）
開館時間　午前9時～午後5時

休館日　毎週木曜日

■手作り作品展
趣味やアイディアを生かした手作りの作

品展です。手芸･小間もの･焼きもの･粘土細
工･自然を生かした細工ものなど、アイディ
ア作品を展示します。みなさまのご鑑賞を
お待ちいたします。

6月6日（金）～7月6日（日）まで

■なつかしの昭和展《作品募集》
昭和時代は、第２次世界大戦の敗戦によ

る戦後混乱期から高度経済成長に至るまで、
激動の時代でもありました。印象深い60余年を振り返
るとともに、恒久平和を願い「なつかしの昭和展」を
開催します。流行した品々や愛用品など、皆さまの出

展示期間

大宇陀区拾生871（183‐0977）
6月の休館日:3･10･17･24日

展をお待ちしています。
7月18日（金）～8月17日（日）まで
7月6日（日）まで作品搬入

展示期間

毎月アーティストによる楽しい講座を開催していま
す。６月の講座は、次のとおりですので、ぜひご参加
ください。
◆山の芸術学校常設教室

※上記の講座以外にも毎日教室
（アトリエ･ギャラリーの見
学･体験等）を行っています。

◆ほたる鑑賞会
6月21日（土）・28日（土） 午後6時
ふるさと元気村集合
1,500円／小学生以下500円（夕食付）

Yふるさと元気村または、企画課（182‐1362）
参加費
場所
日時

※いずれの講座も、参加費（材料代など）が必要。
※講師の都合等により日時は変更される場合がありま
す。開催時間など、詳しくはお問い合わせください。

休館日：毎週水曜日
開館時間：午前10時～午後5時

■宇陀市文化協会書道部による
「書道展」

6月1日（日）～29日（日）
※入館料　無料

まちなみギャラリー
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室生区上笠間444-1（1/597-2215）
開館時間　午前11時～午後4時
休館日　毎週日・月・火曜日

■森の音楽喫茶
6月14日（土） 午前10時30分

～12時
600円（軽食付）※予約券が

必要です。
歌：音楽の森ふれあい館館長

荒井敦子、音楽の森スタッフ　村尾
藍、ピアノ演奏：音楽の森スタッフ
福家明世　大山理保

出演

参加費

日時

■大宇陀図書館だより
●おはなし会

6月21日（土） 午前10時30分～
2階　和室
おはなし・人形劇・カレンダーをつくろう！

●映画会
お部屋の都合で６月は行いません。

Y大宇陀図書館（183‐0977）
【6月の休館日:3･10･17･24日】

内容
場所
日時

■中央図書館だより
●おはなし会（約30分）

★すくすくひろば（0～3歳）※3回とも同じ内容です。
6月10日（火）、24日（火）

①午前10時～ ②午前10時45分～ ③午前11時30分～
★ちゅーりっぷひろば（3歳～）

6月11日（水）、25日（水） 午後2時45分～

★たんぽぽひろば（6歳～）
6月11日（水）、25日（水） 午後3時30分～

★おはなしクラブ
6月14日（土）、21日（土）

○午前10時30分～（3～5歳）
○午前11時15分～（6～12歳）

●えいが会（約30分）
6月7日（土） 午前11時～

Y中央図書館（182‐4749）

【6月の休館日:2･9･16･23･30日】

日時

日時

日時

日時

日時

【エッセイ】
■《「気づき」の力　生き方を変え、国を変
える》（柳田　邦男　著）
この国は、もっと良くなる。みんなが「気

づき」さえすればー。相次ぐ食品偽装や加速
する医療崩壊など、現代の深刻な危機を根本
から解くための書。『新潮45』連載をまとめ
て単行本化。

★ 話　題　の　新　刊　図　書 ★

【児童　絵本】
■《かえるのピータン》（どい　かや　著）
かえるのピータンがのんびりと暮らす池

に、旅の途中の渡り鳥パーチクが舞い降り
てきました。パーチクは旅の出来事を話し、
ピータンに旅をすすめますが…。各々の生
き方が各々に素晴らしいと語りかけてくる
絵本。

図　書　館　だ　よ　り

■昼下がりのミニコンサート

自然に囲まれたホールの中での演奏を皆さんぜひお
楽しみください。

午後2時～3時　　 右表参照
※6月19日（木）は、むろうコーラス練習のため午後3
時～4時です。

内容開催時間

※都合により、内容などは変更する場合はあります。

Y音楽の森ふれあい館または、企画課（182-1362）
（582-3900）
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各宗　石碑　灯籠　あらゆる石材加工販売 

森　井　石　材　工　業 
0６３２‐０２０４　　室生区小原９１の１ 

　　　　電話　０７４３‐８２‐１６３３　 本社工場 
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http://www15.ocm.ne.jp/ ̃muroupet/
宇陀市室生区小原53　TEL&FAX0743‐82‐6606

年中無休24時間受付

70120‐194‐594
イーク　ヨ ゴ　ク　ヨ

全国ペット葬祭業協会加盟

やまなみロード添い
榛原駅より車で約20分

名阪国道
針
IC

ローソン
小原

や
ま
な
み

ロ
ー
ド

笠間

室生
ペット霊園

R165榛原

榛原駅 室生口大野駅 三本松駅

大野

小倉
IC

宇陀市では妊娠中の方を応援するため次のようなこ
とを行っています。
妊娠がわかりましたら、次の窓口にて妊娠届の手続
きをしてください（病院の証明書、印かんは不要です）。
・宇陀市役所（健康増進課）
・大宇陀保健センター
・福祉保健交流センター（ぬく森の郷）
☆妊娠届の時にお渡しするもの
・母子手帳
妊娠中の健康管理と生まれてくるお子さんの健康管
理のための重要な手帳です。
・妊婦一般健康診査受診券
妊婦健診に係る費用の一部を市が負担します。県
内・県外の産科、助産院で使用できます。（従来の2回
から平成20年4月より3回に増えました。）
・母と子の冊子
妊娠中の体の様子、食事、日常生活で気をつけてほ
しいことなどを書いた読本です。
・マタニティマークキーホルダー
妊娠していることを周囲の人にわかってもらうため
につけるキーホルダーです。
・あかちゃんならカード　
奈良県の「あかちゃん応援隊」のカードです。加盟
店にてさまざまな割引、特典があります。
☆妊娠判定受診料の補助を行います。
今年度より未受診妊婦、とびこみ出産の防止を図る
ため、市民税非課税世帯の方を対象に、初回健診（妊
娠判定）受診料を市が負担します。
対象者：市民税非課税世帯
内容：妊娠判定に要する診察、尿検査、必要に応じ超
音波検査
補助額：1回7,000円を上限とし、一人に対し年度中1
回まで

Y健康増進課（182‐3692）

妊婦の方にお知らせ

ケーブルテレビについてのお知らせ

◆ケーブルテレビの予約申込の締切について（菟田野
区・室生区対象）
菟田野区・室生区にお住まい、または建物を所有さ
れている方が対象となるケーブルテレビ整備事業の補
助対象期間の締め切りが近づいています。加入される
方は、平成20年6月30日までに『こまどりケーブル予

約申込書』をご提出ください。補助対象期間を過ぎて
も加入いただけますが、補助がなくなり全額実費での
お支払いとなります。予約申込書の提出について確認
されたい場合は、こまどりケーブルフリーダイヤル
（0120-667-740）までお問い合わせください。サービ
ス内容の問い合わせにもご利用ください。
◆ケーブルテレビ見積り業務の開始について
提出いただいた『こまどりケーブル予約申込書』を
もとに、6月から一戸ずつ宅内の見積もりにこまどり
ケーブルが伺います。事前に訪問日時の調整をします
が、連絡がつかない場合は順番が前後する場合もあり
ます。見積もり担当者は、こまどりケーブルの関係者
である名札を必ず着用しています。現金の請求をする
ことは一切ありませんので、おかしいと感じたら情報
システム課、またはこまどりケーブルまでお問い合わ
せください。
情報システム課（182‐2121）
こまどりケーブル（フリーダイヤル0120-667-740）
◆こまどりケーブル相談コーナーのご案内
菟田野区・室生区において、こまどりケーブルによ
る相談コーナーを開設します。ご利用ください。

６月４日（水）
　　　～６月８日（日） 午前10：00～午後5：00

◎菟田野分館（１階ロビー）

６月11日（水）
　　　～６月15日（日） 午前10：00～午後5：00

◎室生振興センター（１階ロビー）

Y情報システム課（182‐2121）

平成20年11月１日に宇陀市自主放送を開
始
平成23年７月24日までに地上アナログ放送が終了

するため、宇陀市内ではケーブルテレビの整備事業を
進めています。宇陀市内の工事完了予定日に併せて、
試験放送中のケーブルテレビの11chで、宇陀市自主放
送を11月１日から開始します。自主放送では防災情報、
教育・福祉などの行政からのお知らせ、
地域の話題やイベントなどの情報を放送
します。住民の皆様に、宇陀市の身近な
情報を提供する番組となります。
Y情報システム課（182‐2121）



本人確認にご協力をお願いします
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『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

住民票、戸籍謄・抄本などの交付請求時に「本人確
認」が法律上のルールになりました。
住民票、戸籍謄・抄本などの交付請求者や届け出者

が本人であるかを確認するために、窓口で戸籍や住所
変更などの届出書を持参された方、戸籍謄・抄本や住
民票などの個人情報が含まれる証明書の請求に来庁さ
れた方には、顔写真付きの公的証明書（運転免許証・
パスポート・住民基本台帳カードなど）を提示してい
ただきます。もし、これらの証明書をお持ちでない方
には、健康保険証、年金証書など２点以上提示いただ
くか、本人や家族などに関する個人情報の聞き取りを
する場合もあります。
また、窓口で本人以外（住民票であれば同一世帯員、

戸籍関係であれば直系の親族［父母・祖父母・子・孫
等］を除く）の証明書等の請求をする場合は本人確認
のほか委任状が必要になります。
◆窓口での本人確認の方法
運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード、官
公署発行の顔写真付き公的身分証明書、またこれらに
準じる証明書（健康保険証・年金証書など）を提示し
てください。
Y市民課（182‐2143）

降の転入者のみ）
提出先 福祉課または、各地域事務所地域市民課
その他 公務員は勤務先で手続きを行ってください

現在、児童手当等を受けている人は、6月中に現況
届を提出してください。
これは、毎年6月1日現在の状況を記載し、引き続き

受ける要件があるかどうかを確認するために提出して
いただきます。提出されないと、資格があっても６月
分以降の手当が受けられなくなります。
また、昨年度所得オーバーで受給できなかった人も、

所得額や扶養人数の変動で、受給できる場合がありま
すので、再度認定請求を行ってください。
持ち物 ①現況届（対象の方には用紙を送付します）
②印かん　③請求者の健康保険被保険者証などの写し
（厚生年金・各種共済組合に加入している人のみ）④
平成20年度児童手当用所得証明（平成20年1月2日以

児 童 手 当 と は
●児童手当制度の目的
児童手当制度は、児童を養育している方に手当を

支給することにより家庭における生活の安定に寄与
するとともに、次代の社会をになう児童の健全な育
成及び資質の向上に資することを目的にしています。
●児童手当制度のしくみ
①支給対象
児童手当は、12歳到達後の最初の3月31日までの

間にある児童（小学校修了前の児童）を養育してい
る方に支給されます。ただし、前年（1月から5月ま
での月分の手当については前々年）の所得が一定額
以上の場合には、児童手当は支給されません。
②支給手続き
児童手当は、児童を養育する家計の主たる生計維

持者が申請し、住所地の市町村長（公務員の方は勤
務先）の認定を受けることにより、申請した翌月分
から支給されることになります。
③支給月額
３歳未満の児童一律　　１０，０００円（月額）
３歳以上の児童
第１子　　　　　５，０００円（月額）
第２子　　　　　５，０００円（月額）
第３子　　　　１０，０００円（月額）

④支払時期
児童手当は、原則として、毎年2月、6月、10月に、
それぞれの前月分までが支給されます。
※必要な手続きをされないと手当は支給されません
ので、該当される方は必ず手続きを行ってください。児童手当等の受給者は６月中に現況届の提

出をお願いします
Y福祉課（182‐2236）または、各地域事務所地域
市民課

国保特定健康診査、後期高齢者健康診査の
医療機関での受診について
4月に個別に発送しました、健診案内書にて各健診

に申し込みをしていただいた方について、お知らせし
ます。6月1日から受診開始を予定していましたが、健
診の制度が今年度より変更になった関係から、開始時
期が現在も確定していない状況です。
医療機関で申しこまれた方については、国保連合会、

広域連合の開始時期が決定しましたら、個別に案内し
ますのでご了承ください。
Y健康増進課（182‐3692）
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■広報うだ設置場所
◎道の駅宇陀路大宇陀
◎市文化会館
　（火曜日、祝日）
◎菟田野人権交流センター
　（第１・２・４日曜日、祝日）
◎菟田野分館（月曜日、祝日）

◎大和富士ホール（月曜日）
◎市立中央図書館（月曜日・祝日）
◎伊那佐文化センター（月曜日）
◎農林会館
　（水曜日、第２・４火曜日、祝日）
◎たかぎふるさと館　
   （月曜日、第１・３火曜日、祝日）

◎ふれｉギャラリー（火曜日)
◎室生ぬく森の郷（土・日曜日、祝日）
◎市役所［１階ふるさとテラス］
◎各地域事務所
　市役所・地域事務所は土・日曜日、祝日でも可。  
　　　　　　
　　　　　※（　）内は休館日です。
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